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1.はじめに

本稿の目的は,スウェーデンのスロイド教育史にお

ける一つのメルクマールである1877年スロイド教育改

革 (以下1877年改革とする)の背景となっている,①

それまでの民衆学校の発展状況,②1870年代に創設さ

れたスロイド学校の実態について述べ,若干の分析を

加えることである｡

1860年代後半にスウェーデン各地でヘムスロイ ド

(hemslajd) が後 退 した後 , 農 業 経 済 会 議 所

(Hushallnings-sallskap)+ や 地 方 議 会

(Landsting)村がスロイド教育を促進するために補

助金制度を発足させた｡ヘムスロイドとは基本的には

農村部において家庭生活に必要なものを簡単な道具で

･農業経済会議所は,農業やそれと関連する産業を促

進するために組織された団体である｡ (段ノenSha

Uppslagsboh,S.982-S.983,Malm6,1946-1955)
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つくることで,地域によってはそこの特産物として家

庭生活に必要なもの以外にも販売に出すものを生産す

ることもあった (ヒュ-ススロイ ド (huss16jd)や

ヒュ-スフリ-ト (husflit)という用語 も使われた

が,これらはヘムスロイドと同義語である)｡工業化

による安価な製品の普及,農村での労働形態の変化に

よって,1860年代後半に減少 したとされ,1870年代に

入ってヘムスロイ ド復興運動が展開した｡

1942年に国民学校制度100周年を記念 して出版され

･*Landstingに正確に対応する日本語はないが,あ

えて翻訳すると ｢地方議会｣であろう｡ それは一定

の地域範囲 ("landstingsomrade")での政策を

決定 し,遂行することができる機関であった｡この

"landstingsomrade"は1862年の改革によって創

設され,地図のうえでは "Lan"(輿)の範岡とほ

ぼ同じであった｡ Landsting(ランスティング)

は農業の促進,交通,警察,教育,病院などに責任

をもっ機関でもあった｡



スウェーデンにおける1877年改革前後のスロイド学校の実態

たヴィクトル ･フレドリクソン編 『スウェーデンの国

民学校の歴史 (ViktorFredrikssonedi.,Suensha

FoLhsholansHistoriaBT1860-1900)』には ｢我が

国のスロイド教育はヘムスロイドが死滅する危機の時

期において,それを保持しようとする関心から起こっ

てきた｡農業に従事する住民が自給自足的な立場に立

つ限り,衣服や木や金属による簡単な対象物は,その

大部分が家庭での製造を通 じて,彼らの必要を充たし

ていた｡糸をっむぐこと,布を織ることはほとんどの

地域で 『家庭で必要なスロイド (husbehovss16jd)』
として存在した｡さらに,ある地域では重要な副業を

形成した｡19世紀半ばに工業が大量生産を可能にし,

農業の集約化が農地の世話により多くの労働を要求し

たとき,ヘムスロイドは減少した｡ --ヘムスロイド

に最初に興味を示 したのは農業経済会議所であった｡

というのは,ヘムスロイドは農業の副業とみなされた

からである｡｣と書かれているl)｡ヘムスロイドは,

ここにでてくる ｢家庭で必要なスロイド｣という概念

より広義の概念で,｢家庭で必要なスロイ ド｣ と副業

としてのスロイドとをあわせたものがヘムスロイドで

あると考えてよい｡

また,1872年には政府はヘムスロイドを復活 ･促進

させるための援助者を国内の各地に派遣するように予

算措置をとった｡この措置によって国内の各地を講演

し回ったカ-ル ･アールボ-ン書の講演の内容の一部

は以下のようなものであった｡

｢人は本業に配慮することだけでは不十分で,労働

者が本業た従事していない時間を利用して,家計に小

さくても必要な貢献をなす労働の重要性を思い起こさ

なければならない｡冬の夜の時間を睡眠や怠惰に無駄

に過 ごす べ きで はな い｡ ヒュ- ス フ リー ト

辛7-ルポ-ンは,装飾彫刻家 (ornamentsbild-

huggare)で,1845年のスウェーデン･スロイド協

会の創設にかかわった人物の一人であった｡1870年

代初めには,スウェーデンの各地でヘムスロイドに

関する講義をもち,ヘムスロイド復興運動に取り組

んだ｡彼が1875年にダーラナ地方を講演で回った際

の報告書が残されている (BerdtteLseafOma一

mentsbildhuggarenaAhlboT･nT･そうT･andebans

T･eSa OCh uerhsamhet far hussldjdens

upphjelpandeiDalarnaar1875)｡ この報告書

は,コッパルベリ県の農業経済会議所管理委員会に

提出されたものであるが,ここからダ-ラナの各地

域でヘムスロイドの復興運動が熱心に取り組まれ,

スロイ ド学校がっくられていった事実を読み取るこ

とができる｡

(husfliten)は将来勤労になれるべき子どもたちに祝

福をもたらすであろう｡｣2)

このア-ルボーンの言葉が示しているように,ヘム

スロイドの復興運動の担い手たちは, ｢成人の世代に

欠落 している技能や能力を成長中の若い世代に伝えて

いくべきであり,そのことによって現在の (技能の-

引用者)欠落が将来の (技能の)欠落になることを

防ぐことが可能になる｣3)ことを,つまりへムスロイ
ドの復興のためには若い世代に対するスロイド教育が

きわめて重要な課題であることを次第に自覚していっ

た｡こうして1870年代にスロイド学校がスウェーデン

国内の各地に新たに設立されていったが,その実態に

ついてはほとんど知られていない｡

筆者はすでに別稿4)において,オットー･サロモン

(otto,Salomon)がスロイド教育の実践を発展 させ

たネ-スの少年スロイド学校の事例分析をとおして,

1870年代後半にスロイド学校と国民学校とが統合され

ていく要因を解明した｡このネ-スの少年スロイド学

校は,1970年代に創設されたスロイド学校の一つにす

ぎない｡その他の同時期における同種のスロイド学校

は,地域によっては不安定な存在であったこともあり,

その実態に関する調査はなく,その正確な数もよくわ

かっていない｡

アルバート･ヴィベリ (AlbertWiberg)は,『学

校スロイド前史-スウェーデンの労働教育学の発展に

おけるいくつかの系譜 (1877年まで)-第 1分冊1861

年まで- (TillSkols16jdensfbrhistoria-Nagra

utvecklingslinJerisvenskarbetspedagogikintill

1877- ITidenintil11861)卦の中で､▲国民学校に

スロイドを導入する大きな契機になった1877年 (国会

決議とそれに基づく法令)を学校スロイドの成立のメ

ルクマールとしてとらえ,それ以前の時期のスロイド

教育の発展過程をその前史と位置づけ,主として1700

年代から1861年に至るスロイド教育をめぐる思想とス

ロイド教育の実態の展開過程を詳細に描いている㌔

ただし,実際には彼の論述は1861年までで終わってい

るので,彼の著書には1870年代のスロイド学校の実態

はまったく出てこない｡

筆者がこれまで調べた限りでは.1870年代のスロイ

･*彼はこの本 (1939年に出版された第 1分冊) で

1700年代から1861年に至るスロイド教育をめぐる

思想とスロイド教育の実態の展開過程を詳細に描い

ている｡ しかし,1861年から1877年までを論述する

予定であったと思われる第2分冊は出版されること

はなかった｡
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ド学校の全国的状況をかなり詳細に伝えている資料と

しては,オットー ･サロモンが1876年と1878年に出版

した 著 作 Slbjdsholan och folhskolan I,

SlbjdsholanochfolhsholanHに紹介されたスロイ

ド学校に関する記述が唯一のものであるように思われ

る5)｡本稿では,この資料にもとづいて,スロイ ド学

校の実態をくわしく紹介し,若干の分析を加える｡

サ ロモ ンが Slbjdsholan ochfolhsholan I

(1876)とSlbjdsholanochfoLhshoLanH (1878)

において紹介しているのは主に男子を対象としたスロ

イド学校なので,本稿で紹介するのも,男子を対象と

したスロイド学校である｡ ただし,学校によっては女

子を対象としたスロイド学校に関する記述もみられる｡

その場合にはそれについても紹介する｡

2.1870年代までの民衆学校の発展

(1) 1842年民衆教育令と義務教育

1842年の民衆教育令 (Kungl.Stadganden18

Juni1842angaendefolkundervisningeniriket)

によって,すべての民衆に義務教育を課するという理

念が確立された｡1842年以前にもいくっかの教区では,

民衆学校*(folkskola)が組織されていたが, この

法令によって,都市部のすべての教区 (fbrsamling)

と農村部のすべての教区 (socken)に ｢学校委員会

(skolstyrelsen)を組織 し,｣｢5年以内に最低 1校
の学校 (固定型 (rasta))を,例外的な場合として巡

回型 (flyttbara)学校を,しかるべき資格を持 った

教師を雇用して設立することが義務づけられた｣6)0

また,｢学齢にある子どもを出席させることが義務｣

とされたが,｢必要とされる理解能力を欠いている子

どもだけではなくて,貧困家庭の子ども｣には ｢より

限定された教育が与えられる｣とされた7)｡このよう

な規定は,スウェーデンの人口の大部分を占める農村

の貧困家庭にとって児童労働が必要であった事実と関

連 していた｡

辛folkskolaのrolkという言葉の翻訳については,磨

史学研究において重要な検討課題となっている｡現

時点で筆者は,主に貧民の子どもを対象とする民衆

学校 (rolkskola)から,より広範な階層の子ども

を対象とする国民学校 (folkskola)に徐々に移行

していったと考えており,その意味で国民学校と表

記することができるのは,1880年前後の時期である

と考えている｡ 国民学校 と古典語学校 (gymna-

sium)との併存という複線型学校制度が完全にな

くなるのは,1962年の総合制基礎学校制度が発足し

てからである｡
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まず,表1にスウェ-デンにおける人口の変化と都

市部と農村部の住民の割合の変化 (1860-1885)を示

す｡

表1

総人口 農村部人口割合 都市部人口割合

1860 3,859,728人 88.74% ll.26%

1865 4,114,141人 87.87% 12.13%

1870 4,168,525人 87.05% 12,95%

1875 4,383,291人 86.00% 14.00%

1880 4,565,668̂ 84.88% 15.12%

1885 4,682,769人 82.81% 17.19%

SverlgeSOfficiellaStatistik,1860,65,70,75,
80,85から作成

この表 1から1870年代においてはスウェーデンの農

村部の人口割合は85パーセント以上であったことがわ

かる｡ 人口の大部分が住む農村部では隔日に登校する

学校である隔日学校 (varannandagskola)や教師

が い くつ か の 学 校 を 訪 問 す る 巡 回 学 校

(ambulerandeskolor)などに通学する生徒も多かっ

た｡巡回学校軸では,生徒はある一定期間のみ学校に

通学 した｡農村の子どもは,年齢に応じた仕事に従事

しており,農村部の親の学校教育に対する ｢抵抗｣

(motstand)は地域によっては1920年代まで続いた8)0

このような変則的な形態の学校を含めて,国民 (氏

栄)学校への就学状況を表 2に示す9)0

この表 2の左半分は各学校形態ごとの生徒数であり,

右半分はその百分率である｡ ｢固定型｣と表記 したの

は,固定型国民学校 (Pastafolkskolor)をさし,

それは独自の校舎をもち,有資格教員が教えている国

民学校であった｡｢巡回型｣と表記 したのは巡回型国

民学校 (Flyttanderolltskolor)をさし,それは有

資格教員が学校を巡回する形態の国民学校教育であっ

た｡低学年学校 (Mindreskolor)は1856年か ら発

足した学校で,農村部の僻地で国民学校までの距離が

長い場合にその代替機関として設置された｡無資格教

員が教えることができ,多くは少数の生徒を対象とす

る学校 (固定型と巡回型があった)であった｡この低

学年学校は当初は法令上では幼児学校 (Smaskolor)

とも呼ばれたが,1871年から幼児学校は国民学校の準

備教育を担う学校となり,独立した区分とされた｡幼

児学校は2年あるいは3年制の学校で,その後に国民

学校 (その修業年限は,幼児学校が2年の場合国民学

**巡回学校 (ambulerandeskolor) と巡 回型

(rlyttbara)とは同じ内容をさす用語である｡
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表2 国民 (民衆)学校の学校形態ごとの生徒数とその割合の変化 (1847年-1881年)

固定型 巡回型 低学年 幼児学校･ 合 計 固定型 巡回型 低学年 幼児学校 合 計

1847 99,343 91,964

1850 143,526 126,178

1853 152,039 132,033

1856 159,745 146,483

1859 174,418 155,824

1865 189,366 149,745

1866 189,928 157,121

1867 194,075 158,287

1868 200,339 157,616

1869 208,514 153,445

1870 214,784 153,928

1871 224,444 152,806

1872 233,021 151,429

1873 239,495 149,565

1874 244,757 147,789

1875 249,757 139,837

1876 238,612 109,452

1877 242,339 102,256

1878 248,566 98,328

1879 249,031 91,450

1880 251,351 86,201

1881 249,879 80,483

191,307 51.9

269,704 53.2

284,072 53.5

306,228 52.2

330,242 52.8

122,717 461,828 41.0

133,591 480,640 39.5

152,006 504,368 38.5

162,591 520,546 38.5

171,925 533,884 39,1

186,883 555,595 38.7

199,603 576,853 38.9

213,665 598,115 39.0

218,616 607,676 39.4

222,305 614,851 39.8

223,830 613,424 40.7

38,880 185,276 572,220 41.7

41,593 183,944 570,132 42.5

43,590 187,107 577,591 43.0

42,189 188,999 571,669 43.6

39,503 196,873 573,928 43.8

42,870 192,753 565,985 44.1

48.1

46.8

46.5

47.8

47.2

32.4

32.7

31,4

30.3

28,7

27.7

26.5

25.3

24.6

24.0

22.8

26.6

27.8

30.0

31.2

32.2

33.6

34,6

35.7

36.0

36.2

36.5

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

19.1 6.8 32.4 100

17.9 7.3 32.3 100

17.0 7.5 32.4 100

16.0 7A 33.1 100

15.0 6.9 34.3 100

14.2 7.6 34.1 100

校は4年,3年の場合は国民学校が3年であった)が

続いた｡修業年限は決められていたが,ほとんどの生

徒は中途で退学 し,卒業試験をうけて合格し,国民学

校を卒業する生徒の割合はきわめて少なかった｡1876

年から1880年にかけての国民学校を正式に卒業 した生

徒の割合は1.6パーセントとされている10)｡なお, こ

の裏にはあらわれていないが,学校に適わず,家庭で

親が教育を担当する形態 (Hemundervisning)もあ

り,1870年代前半では約1割の子どもがそのような形

態を選択 し,教区から承認を得ていた*｡

学校教育を開始する年齢は1842年の法令で ｢9歳に

なるまでに開始される｣と規定されただけで,開始年

齢は教区ごとに決定できることになっていた｡当初は

学齢という概念も畷味で,1882年に改正された国民学

校令においてはじめて7歳から14歳とされた11)｡

･家庭で親が教育を担当するとされた数字 (約10%)

の中には,家庭教師を雇用して教育し,その後古典

語学校 (1aroverk)や女学校 (flickskola)に入

学させる裕福な家庭の子どもが含まれるが, 1,2

年間だけ民衆学校に通学させた後,家庭で労働に従

事 している貧困農家の子どもも含まれている｡

(2) 民衆 (国民)学校への就学実態とその背景

義務教育という理念は1842年に確立したものの,そ

の就学実態は地域でかなり異なっていた｡1860年代の

国民学校視学官の報告書には,不規則な学校通学に対

する視学官の不満が述べられている12)｡ベステルヨー

トランド (Vastergdtland)の視学官が予告なく6

校を視察したときに,在籍している生徒数が100名と

されている学校の出席者は13名しかいなかった｡同様

に170名に対 して23名,112名に対 して25名,170名に

対 して15名,195名に対 して26名,70名に対 して3名

という,きわめて低い出席率を報告している｡しかも,

この学校視察はたまたま天気のいい目であったことも

付け加えているⅠ3)｡別の視学官は ｢出席者の割合は,

8-15%から60-80%といろいろな学校で異なってい

る｣と報告している14)0 1876年においてさえ,-ラン

ド(Halland)の視学官は ｢最悪の学校地区では学

齢にある子ども437人のうち18名だけがその学期に登

録していた｣15) とし,このような就学実態の背景には

｢多くの子どもにとって学校までの距離が長いこと,

学校までの道が悪い状態にあること,親にとって子ど

もに弁当を持たせることや服や靴を入手することが難

しいこと,家での仕事に子どもの助けが必要であるこ
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と,あるいは親の貧困さが牧草地の下僕や子守りとし

て子どもを働きに出していること,親の無理解や無関

心｣などかあったとしていた16)0

(3) 補習学校 (fortsdttningsskolan)

1842年の民衆教育令には学校で獲得した知識を保持

する重要性が強調されていたので,その目的のために

日曜 学 校 (sdndagsskola) や 繰 り返 し学 校

(repetitionskola)が設立された｡ これ らの学校は

後に補習学校に再編成されることになる｡ 1864年に政

府は国民学校を中退 した子どもが獲得した知識をある

一定の期間教師の指導のもとで保持し,さらに発展さ

せるように監督する仕事を学校委員会 (skolraden)

に委託 した｡この学校委員会によって,補習学校がさ

まざまな方法で組織された｡ある地域では,国民学校

を中退した子どもを対象に4または6週間の期間にわ

たって補習教育が組織された｡別のところでは,通常

の国民学校の8ケ月の期間内に,毎週 1日か隔週に1.

日補習教育が組織された｡あるいは,水曜日の午後

(この時間帯は国民学校の生徒は学校にいない)や日

曜日に補習教育が組織された｡多くの補習学校では,

キリスト教の知識だけを教えており,ある種の堅信礼

に向けた準備教育であった｡能力のある生徒がいる場

合には,読み書きの練習もなされた17)0

この補習学校の制度は当初うまく定着せず,1872年

から1876年の問ほとんど補習学校は ｢名前だけが残っ

ている状態｣(knapptmeraniantydningar)で

あったという18)0

1877年の国会において,補習学校に対する国家補助

金に関する提案が可決された｡この提案のなかで,当

時の文部大臣のカールソン (F.F.Carlson)は ｢補

習学校は国民学校を卒業した生徒を受け入れただけで

はなくて,国民学校を怠学 したり,何らかの理由で退

学になった生徒も受け入れてきた｣ことを強調した｡

この場合, 補習学校は国民学校の上におかれる部門

(enh6greavdelning)ではなく, 国民学校に対す

る補助施設であったⅠ9)｡ 1877年以降の補習学校は+,

国民学校よりもより高い教育を与えることが本来の任

務 とされた｡ それ とともに, 必要 な繰 り返 し

*以下の叙述は,カールソンの提出した補習学校に関

する法案の内容である｡これらの内容については,

1877年9月11日に公布された補習学校に関する法

令 (Kungl.kung6relseangaendefortsattning-

sskolan)の公布以降において実施されたと考えら

れる｡

第52巻第2号 (2005年度)

(repitition)によって生徒の能力の向上が目ざされ

た｡教科としては,｢聖書を読むことを通 して得るキ

リスト教の知識,スウェーデン語 (とりわけ文章を書

くことの練習),実践的な応用に関連 した計算と幾何,

図画,条件が許せばスロイドまたは手仕事 (hand-

arbete)｣から構成された｡ さらに,｢自国史と自然

に関する知識 (とりわけ農村部では農業に関係ある自

然の知識)｣が加えられた｡年間の授業時数は,｢少

なくとも6週間 (1週20時間)を確保するべきである｣

とされた｡農村部では,｢連続して6週間実施するか,

6過か8過を2つの学期に分けて実施するか,年間を

通して毎週1日 (6時間)実施するか｣ということに

な って いた｡ 都 市 部 で は, ｢夜 間 補 習 学 校

(artonskolor)においてより適切に実施される｣ と

され,その授業時間は年間に最低180時間とされた20)0

3.1870年代前半における農村部のスロイ

ド学校

(1) オットー ･サロモンの Fスロイ ド学校と国

民学校 第 1巻』 にみられるスロイ ド学校

の実態とその改革課題

オットー･サロモンは,1876年12月に 『スロイド学

校 と国 民 学 校 第 1巻 』 (Sldjdsholan och

folhshoLanI)を著した｡この副題である ｢スロイ
ド学校はその目的を充たすためにいかに組織されるべ

きか,そしてそれは国民学校と統合されるべきか?｣

が示すように,この著作は ｢日程にのぼってきた｣

｢実習教科としてのスロイドの国民学校への導入問題｣

に対するさまざまな誤解を解くために執筆された｡10

0貢に満たないこの著作の目的は,読者にスロイド学

校への理解を深めてもらうことにあった｡すなわち,

サロモンは,｢スロイド学校は国民学校にとってかわ

るものではなく,国民学校の教育を 『労働者 (サロモ

ンの場合,主として農業労働者のことをさしている一

一引用者)』にとってより完全なものにするためにス

ロイド学校は不可欠である｣ことを説いている｡また,

逆に ｢スロイド学校を実現するためには,国民学校が

不可欠である｣21)｡サロモンにとって, スロイ ド学校

と国民学校とは2つがあいまってはじめて ｢労働者｣

にとって意味のある ｢教育施設｣になるのであった｡

本著作の内容を要約すると,サロモンは最初に北欧

の農民の冬の過ごし方を問題にし,スロイド (彼は遺

貝を扱うことと定義している)の技能を身につけるこ

とによって,剰余の時間をヘムスロイドに使用する重

要性を説いている｡その次にスロイド学校の目的につ

いて論じ,それは ｢1つあるいは複数の種類のスロイ
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ドの技能を教えることとともに,より重要なことは生

徒に労働に対する好み (hag)と喜び (lust)の感情

を 呼 び起 こ し, 秩 序 (ordning) や正 確 さ

(noggrannhet) の重要 さ (vigten)や魅力 (be-

haget)や利点 (fdrdelarne)を教えることとともに,

注意深さ (uppmarksamhet)や勤勉さ (flit),忍

耐強さ (ihardighet)の必要性を身につけさせるこ

と｣であり,そのことによって ｢生まれっき持ってい

る人もいる怠惰への傾向 (hag)を克服させることで

ある｣とする22).

そのうえで,サロモンはスロイド学校でとりあげら

れるべきスロイドの種類について検討する｡ まず男子

と女子に要求されるスロイドの種類は異なるとし,最

初に男子のスロイ ドについて以下のように述べる｡

｢農場にとって,鍛冶の技能は重要ではあるが,施設

設備に財源を要するという問題点がある｡｣それに対

して,｢木工 (snickeri)と木工旋盤 (svarfning)

をスロイドとしてとりあげねばならない｣とする｡ そ

の理由は,それらは日常生活でしばしば使用され,栄

具や道具や家庭用品がそれによってつくられ,原材料

である木が豊富にあり,道具も安く,また,生徒の体

力の発達にとっても木工は適切だからであるとする23)0

次に女子のスロイドについて木工とほぼ同様の理由

で裁縫 (sdmnad)が重要であるとする'｡さらに,

ミシ ン (symaskin) の 発 明 は女 性 の 手 工

(handarbete)に革命をもたらしたとし, ミシンが

女子のスロイド学校に導入されるべきであるとする｡

ミシンは,近い将来において多くの農民の家庭に導入

されるので,その扱い方をスロイド学校で学ぶことが

重要であるとする｡ サロモンは,裁縫と同様に編み物

(stickning)はスロイド学校にとって適切であると

し,機織り (vafning)は体力が要求されるためにあ

まり適切ではないとす る｡ また, か ご編み細工

(korgmakeri)やわら細工 (halmflatning),膝細

I (rottingsflatning) もあみ靴の製作 (listsko-

tillverkning)もスロイド学校で教えるスロイドとし

てふさわしいとしている24).

その後,サロモンは ｢スロイド学校は国民学校と統

合できるか｣という問題を議論しているが,その内容

はすでに別稿で紹介したので,ここでは省略する25)0

さらに,少年のためのスロイド学校にとって製図の技

能を獲得させることがきわめて重要であるとし,とり

*サロモンは男子のためのスロイドには座っておこな

う種類のスロイドはよくないとしているのに対して,

女子にはこの原則はあてはめていない｡

わけ線図 (linearritning)を重視すべきであるとす

る'｡

その後,サロモンはスロイド学校を組織するための

基礎として, 1.教師 2.実習室 3.教科 4.

生徒 5.授業時間 6.教材 について彼の考える

最低条件について興味深い議論を展開している｡本稿

の目的は,1870年代前半のスロイド教育の実態につい

て紹介することにあるので,これらの内容については

別の機会にゆずる｡

(2) 1876年12月におけるスロイド学校一覧とそ

の所在地

サロモンは,｢現時点で男子にスロイド教育を実施

している｣約85校の男子スロイド学校の名称とその中
の17校のスロイド学校の概要をこの著作の後半におい

て紹介している｡ これ らの85校の名称については,

｢アールボーン (C.Ahlborn)から提供された｣,ま

た,17校の学校の概要についてはそれぞれのスロイド

学校の校長から寄せられた情報にもとづくとサロモン

は述べている｡ この学校の一覧を衰3に掲げ,これら

の学校の所在地を当時のスウェーデンの地図をもとに

図1に示す軸｡

この図1から,1876年には多くのスロイド学校は農

村部に位置していたこと,かなり特定の地域に集中し

て存在したこと,とりわけスウェ-デン南部に多いこ

とがわかる｡ 農村部に位置していたことは,スロイド

学校の問題が農村部の貧困農家の子弟の教育の問題と

かかわっていたことが背景にあった｡スウェーデン南

部に多く,北部に少ないのは,北部は森林地帯であり,

･この当時に国民学校における製図教育をめぐって,

2つの対立する見解が存在 した｡一つはフリーハン

ドのスケッチ (rrihandsteckning)を重視する見

解と他の一つは線図を重視する見解であった｡サロ

モンは個人の才能の違いによらないで誰もが獲得す

べき能力を重視する観点から線図をスロイド学校で

は教えるべきであるとした｡サロモンは1876年に

KortfauadhandledningHinearritning(線図

のための手引き)を出版している｡

**当時 の ス ウェ-デ ンの地 図 につ いて は,

Nationalencyhlopedin, band 17, sid 499,

1995,BokfarlagetBraBらckeriHaganasを参
照した｡なお,10.ノイミュラー ･スロイ ド学校

(NeumullerssiGjdskolan)と56.エケル- ド･

スロイド学校 (Ekerudss16jdskola)については

不明である｡ ただし,前者については,ストックホ

ルム県に,後者についてはエルフスポリ県にある｡
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表3 オットー ･サロモンのS/Ojdsko/anochfo/ksko/anI(1876)において掲げられたスE3イ ド学校一覧

ス トックホルム市

1.子どもの家 (BarnhemmetiStockholm)

2.ア ドルフ ･フレドリック教区国民学校 (AdolfFredrjksf6rsamlingsfolkskola)

3.ヨハネスプラン師範学校 (NormalskolanaJohannesplaniStockholm)

4.ラドゥゴードランド教区国民学校 (Ladugardslandsfarsamlingsfolkskn1a)

5.ブルンケベリイェ ･ホテル ･スロイド学校 (Nyas16jdskolaniBrunkebergshotel1)

6.モサイスカ教区学校 (Mosaiskaf6rsamlingensskolaiStockholm)
ス トックホルム県

7.ブレンシルカ教区スロイ ド学校 (Brannkyrkaf6rsamlingssldjdskola)

8.ブレンシルカ教区子どもの家 (Brannkyrkaf6rsamlingsbarnhem)

9.ヴィンクラシュカ ･スロイド学校 (vinklerskas16jdskolan)

10.ノイミュラ- ･スロイド学校 (Neumullersslajdskola)

ll,ゴーロン･プリンスカ ･カール養育施設 (prinsCarlsuppfostringsanstaltaGalGn)
12.ヴェルム ド一 ･スロイド学校 (Wermdds16jdskola)

13.ヴェステルハニンゲ ･スロイ ド学校 (westerhaningesldjdskola)

14.オステルハニンゲ ･スロイ ド学校 (Osterhaninges16jdskola)

15.ロー ･スロイド学校 (R66Slajdskola)

16.ボー トシルカ ･スロイ ド学校 (Botkyrkasldjdskola)

17.フディンゲ ･スロイ ド学校 (Huddinges16jdskola)
ウプラサ県

18.ウプサラ･スロイ ド学校 (Upsalas16jdskola)
ソーデルマンランド県

19.クラース トル プ ･スロイ ド学校 (Claestorpss16jdskola)

20.ニーショービング･スロイ ド学校 (Nyk6pingss16jdskola)

21.ヴィ一口･ブルク ･スロイド学校 (Wirabrukss16jdskola)
ヨンショービング県

22.コ-シュベリ教区スロイ ド学校 (Korsbergsf6rsamlingsfolkskola)

23.7-ルスへダ教区子どもの家 (AIshedapastoratsbarnhem)

24.ローグベリャ教区国民学校 (Rogbergaf6rsamlingsfolkskola)

25.ヨンショービング西国民学校 (J6nk6pingsvestrafolkskola)
カルマル県

26.オスカーシュハムン･スロイ ド学校 (oskarshamnsslbjdskola)

27.ヴィンメルビー ･スロイ ド学校 (Wimmerbys16jdskola)

28.ヴェステルヴィ-ク･スロイ ド学校 (Westervikssldjdskola)

29. トゥ-ナ ･スロイ ド学校 (Tunas16jdskola)

30.ヨーテ- ド･スロイド学校 (Hjor･tedsslajdskola)

31.7ローフル ト･スロイ ド学校 (Flohultss16jdskola)
32. トールネスファラ･スロイド学校 (Tarnesfallas16jdskola)

33.ユングビ- ･コミューン･スロイ ド学校 (5校)(Ljungbykommunss16jdskola)

34.エー ド･スロイド (Edss16jdskola)

35.ニープロ･スロイド学校 (Nybroslajdskola)
ゴットランド県

36.ヴィ-スビ･スロイ ド学校 (Wisbyslajdskola)
ブレーキング県

37.カ-ルスクローナ ･スロイ ド学校 (Carlskronasl6jdskola)
クリシャンスタ県

38.工ンネスタード国民高等学校 (FolkhdgskolanOnnestad)
マルメヒュ-ス県

39.ランズクローナ ･スロイ ド学校 (Landskronas16jdskola)
イェ-テポリ･ボヒュ-ス県

40.イェ-テポリ･分離学校 (AfsdndringsskolanG6teborg)
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41. ダスタフスベ リ･子 どもの家 (Gustafsbergsbarnhus)

421シンメルスリョ- ド･少年スロイ ド学校 (Simmersrddsslajdskolaf6rgossar)
43.ヴィリーンスカ学校 (wilinskaskolan)

44･シルヴァンデシュカ ･スロイ ド学校 (Silvanderskaslajdskola)
エルフスポリ県

45.ヴェ-ネシュポリ･スロイ ド学校 (Wenersborgss16jdskola)

46.ヴェ-ネシュポリ･国民学校 (wenersborgsfolkskola)

47.オーモル .スロイ ド学校 (Åmalsslajdskola)

48.7-リングソ-ス ･国民学校 (Alingsasfolkskola)

49.ウル リーセハムン･スロイ ド学校 (Ulricehamnss16jdskola)

50･シェJ )ングスホルム ･スロイ ド学校 (K61ingsholmss16jdskola)

51･ ラ-グマンセ レ- ド･スロイ ド学校 (Lagmanseredss16jdskola)
52.エスター ド.子 どもの家 (Ostadbarnhus)

53.ボールスタ- ド･スロイ ド学校 (Bolstadss16jdskola)

54.フェリェラング ･スロイ ド学校 (Ferglandas16jdskola)

55.ネ-ス ･スロイ ド学校 (2校)(Naass16jdskola)

56.エーケルー ド･スロイ ド学校 (Ekerudss16jdskola)

57.へッスナ ･スロイ ド学校 (Hdssnas16jdskola)

58.リーアレ- ド･スロイ ド学校 (Liaredssl.6jdskola)
59.ア-ラフオシュ ･スロイ ド学校 (Alaforss16jdskola)
60.エール ･スロイド学校 (Orss16jdskola)
スカーラボリ県

61. リ- ドショーバ ング ･スロイ ド学校 (Lidk6pingss16jdskola)
ヴェルムランド県

62.カールスター ド国民学校教師セ ミナリウム (FolkskolelarareseminarietiCarlstad)
オレプロ県

63.オレプロ ･スロイ ド学校 (Orebros16jdskola)

64.アスケルスンド･スロイ ド学校 (Askersundss16jdskola)
65･エーズベリ･スロイ ド学校 (Edsbergss16jdskola)

66.スナフルンダ ･スロイ ド学校 (Snaflundas16idskola)
67.7スケル .スロイ ド出校 (Askers16jdskola)

68.ヴェスタ ･スロイ ド学校 (westaslajdskola)

69･ノーラ･べリィ教区スロイ ド学校 (NoraBergsforsamlingss16jdskola)
70.ヴィ-ボ .スロイ ド学校 (Wibos16jdskola)(2校)
ヴェス トマンランド県

71.アルポ-ガ ･スロイ ド学校 (Arbogas16jdskola)
コッパルベ リ県

72.ファール ･スロイ ド学校 (Faluslajdskola)

73.へ-デムーラ ･スロイ ド学校 (Hedemoras16jdskola)

74.ティスクブ- ･スロイ ド学校 (Tyskbos16jdskola)

75.エッベルブ一 ･スロイ ド学校 (Appelboss16jdskola)

76.マールグン･スロイ ド学枢 (Malugnss16jdskola)

77.フォルケルナ ･スロイ ド学校 (Folkernas16jdskola)

78.7-スビ･スロイ ド学校 (Husbyslajdskola)
ヴェステルノルランド県

79.へルネサ ンド･スロイ ド学校 (HernGsandss16jdskola)
イェム トランド県

80.ブル-ンプロ- ･スロイ ド学校 (Brunflos16jdskola)
ヴェステルポッテン県

81. ウメオ ･スロイ ド学校 (Umeasldjdskola)
82.ブール トレクス ･スロイ ド学校 (Burtraskss16jdskola)

83.ローフオンゲルス ･スロイ ド学校 (LafangersslGjdskola)

84.ロバー トフォシュ ･スロイ ド学校 (Robertsforss16jdskola)
ノルポッテン県

85.ピテオ ･スロイ ド学校 (piteas16jdskola)
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図1 1876年のスロイド学校の所在地
(図1のなかでゴチック体でかかれた文字は県の名称であり,そうでないものは都市の名称である｡)

-9-



スウェーデンにおける1877年改革前後のスロイド学校の実態

人口がきわめて希薄であったからであると考えられる｡

また,特定の地域に集中しているのは,各地域の農業

経済会議所や地方議会などのスロイド教育問題に対す

る取り組みやその地域の指導者層のこの問題に対する

関心の大きさの差違によるものと考えられる事｡図 1

において男子スロイド学校が学校が存在しない県は,
●●
Oster-gbtland,Gavleborg,Kronoberg,Halland

の4県であった (当時スウェーデンには25の県が存

在した)0

なお,サロモンは,このスロイド学校一覧の中のイェ-

テポリ県のところに注を付け,｢それ以外に約90の女

子スロイド学校がある｣と書いている｡また,オレプ

ロ県のところにも注を付け, ｢これ以外に23の少女ス

ロイド学校がある｣と書いており,女子のためのスロ

イド学校が少なくなかったことを示唆している｡

(3)1870年代前半のスロイド学校の実態
サロモンはこの著作において17校のスロイド学校の

概要を紹介しているが,そのなかには,ネ-ス.少年

スロイド学校やネース･スロイド教員養成所について

も書かれている｡スロイド教員養成を目的とする後者

についてはスロイド学校と同種の施設ではないので,

ここでは省略する｡また,ネ-ス･少年スロイド学校

についても,別稿26)においてすでに紹介したので省略

する｡以下に紹介するスロイド学校の概要に関する部

分 の な か の 引 用 は, す べ て0比o Salomon,

SlbjdsholaTtOChfolhsholan I (1876)からのも

のであるo

①フE3-フル ト･スロイ ド学校 (F/Ohu/tss/bjd-

sko/a)(カルマル県)(義-㊨)

このスロイド学校は1872年に開校された｡少年スロ

イド学校の教師の給料は年額350クローネで,他に賃

貸料無料の住居と薪が提供される｡少女スロイド学校

の女性教師には時給25オーレ桝 の賃金と賃貸料無料

の住居と薪が提供される｡ このスロイド学校は国民学

校と連携 して運営されているので,毎日実際に配当さ

*アールボーンが1875年にダーラナ地方を講演で回っ

た際 の 報 告 書 (Berdttelse af Ornaments-

bildhuggarenC.AhlboT･nT･brandehansT･eSa

ochuerhsa読hetfbrhussLbjdenswpphjelpande

iDaLaT･naall1875)には,各地域の指導者層の

姿勢の違いによってスロイド教育問題へ対応が大き

く異なることが述べられている｡

榊 オーレは貨幣単位で,100オ-レが1クローネと等

価である｡

れた学習時間の中のうちの1時間はスロイドにあてら

れ,それ以外にも約2時間の休憩時間がスロイドにあ

てられている*｡子どもの年齢は7歳から15歳で,そ

の数は40人から50人である｡

女子生徒は ｢あらゆる種類の裁縫,マ-クつけ,編

み物,わら細工,あみ靴の製作等｣を学ぶ｡男子生徒

は ｢簡単な木工作,木靴,ブラシ,鞭,木製スプーン.

ひしゃく,織物用シャトル,大小の机,糸巻き,まな

板,はかり,玩具,調味料用棚,棉,簡単な農業用具

の製作とかご編み細工｣を学ぶ｡製作物の販売は,一

部はオークションにおいて,一部はスロイドの展示会

において個人的に行われる｡販売総額の一部は生徒た

ちの奨励金として,他の一部はストックホルムにある

貯蓄銀行に預けられる｡

学校の活動の経験は ｢スロイド学校は国民学校と連

携 して活動すべきこと,子どもの道徳がそれによって

高められ,そして両方の学校での学習の交代によって

子どもの学習は特別に改善され,減少 した学習時間を

増大した興味によって取り戻されることを証明した｣｡

授業では,｢一般的な (allmanna)スロイド,翠

純な (grafre)スロイド｣が教えられ,すぐれた能
力を示す子どもには ｢きめ細かな (rinare)スロイド｣

が教えられる｡ もし,学校財政に余裕があれば,子ど

もの好みを刺激 し,新しい仕事に関心をもたせるため

に,他のスロイド教師が雇用される｡特別に勤勉さや

巧みさをみせる子どもには道具が報奨として与えられ

る｡

② トールネスファラ･スロイ ド学校 (Tbmesfa//a

S/bidsko/a)(カルマル県)(義-㊨)

このスロイド学校は,1873年秋にその活動を始めた｡

そこでの教育は週に2-3回教えられ,実際には冬季

(10月から4月)にのみ行われる｡ このような制限さ

れた授業時間の理由は,一つは ｢夏季に生徒を農業の

労働力として使用する両親の必要性と学校通学とが衝

突しないため｣であり,さらには ｢スロイド学校での
生徒の労働への晴好が毎日の通学による疲労から減退

しないようにするため｣である｡

このスロイド学校は主に国民学校を出た少年を受け

入れており,｢スロイドの補習コース (繰り返 しコー

ス (r叩etitionskurs))｣を提供 している｡ それは
｢国民学校のスロイド教育のための授業時間がいっも

あまりに少なく,分断されており｣｢また同様に国民

辛｢約2時間の休憩時間 (loftiden)｣の実態的意味
が不明であるが,原文通りに都訳した｡
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学校の生徒が一般的に最も簡単な道具でさえ,安定し

て使用することができるにはあまりに年少であるから

である｣｡

学校には一人の校長が雇用され,毎日の授業日ごと

に日給を受け取る｡必要がある場合は,彼の補助者と

して特殊なスロイドを教える人を雇うことができる｡

生徒の数は9人から15人で,｢旋盤作業(svarvning)書,
簡単な木製スプーンや丁寧に仕上げられた木製スプー

ン,道具の製作,桶板,ブラシ製造,わら細工,ハン

ダづけ,油塗り,窓ガラスをはめる作業等｣を学んで

いる｡

③ユングビー ･コミューン･スEjイ ド学校 (LJ'ungby

kommunsS/∂J'dsko/or)(カルマル県)(義-㊨)

ユングビ-･コミュ-ン''には5つの国民学校が

あり,それぞれにスロイド学校が附設されており,各

スロイド学校では男子のスロイドと女子のスロイドが

遇に1日教えられている (通常は土曜日)｡ これらの

スロイド学校がその活動を始めたのは1875年10月であっ

たが,｢実際には1876年にすべてのスロイ ド学校が軌

道にのった｣｡男子のスロイドでは,｢単純なスロイド,

馬鞍の製作,かご編み細工｣が教えられている｡女子

のスロイドでは,｢太い糸の針仕事と細い糸の針仕事,

糸紡ぎ,編み物,洗濯とアイロンかけ,服の裁断,ク

ローセ編み (virkning),刺繍,マット修理,わら細

工｣が教えられている｡ 生徒の数は171人で,その内

訳は男子は63人,女子は108人である｡ 授業時間数は

｢通例1日5- 6時間であり｣,教師は ｢地域の相場に

したがって月給を,または日給として1- 2クロ-ネ

を受け取る｣｡

ユングビー･コミューン･スロイド学校のいくっか

の学校では,ほとんどの道具はコミュ-ンによって購

入され,子どもによって製作されたものはオークショ

ンで販売される｡ 他のスロイド学校では,教師の監督

のもとで修理したり,製作したりするための仕事を子

･旋盤作業とは,この時期においては木工旋盤での作

業である｡

**コミュ-ン (kommun)は,1862年の改革におい

て創設された地方自治組織である｡ それ以前にはス

ウェーデンには教区 (socknar)と都市 (stader)

しか存在 しなかった｡農村部では,教会の支配権が

大きかった｡1862年の改革によって教区は宗教的な

問題 (教会の修理など)だけを扱うことになった｡

すべての教区は1862年の改革によって同時にコミュー

ンになった｡コミューンはあらゆる政治的 ･社会的

問題を扱うことになった｡

第52巻第2号 (2005年度)

どもが家庭から持ってくる｡

学齢にある子どもはスロイド学校への出席が義務づ

けられている｡

④エー ド･スEjイ ド学校 (EdsS/Ojdsko/a)(カルマ

ル県)(義-㊨)

エード･スロイド学校は1873年秋に開校され, ｢国

民学校と連携 して｣運営されてきた｡男子生徒は隔日

にスロイド学校と国民学校に通学 している｡ 最初の2

年間は,｢木工と靴の製造 (skomakeri)の授業が行

われた｣が,靴の製造については ｢生徒の関心はあま

り高くないので,次第に取り組まれなくなり,昨年に

は木工だけとなった｣｡これまでの生徒の最大数は14

人で,年齢は11歳から14歳であった｡授業では,｢主

に鋸,斧,ナイフ,鈍, ドリル,ハンマーなどの道具

の使用方法｣を教えており,それらの道具はイスを製

作するときに必要となるので, ｢ほとんどの生徒はイ

ス製作に従事 している｣｡ ｢旋盤作業や彫刻｣も教え

られるが,｢それらは関心と才能を示 した生徒のみ｣

に対して実施される｡年少の生徒は,｢名札,編み物

用の道具,ほうきなど｣を製作している｡その他には,

｢異なるモデル (台所用,庭園用,子ども用,休息用)

にしたがってイスを製作し,さらに小さなテーブル,

糸巻き,ステッキ,ペーパーナイフ等の小さなもの｣

を製作している｡ 教師には年額200クローネの給料と

賃貸料無料の住居が提供される｡

⑤ヴィンメルビー ･スロイ ド学校 (WI'mmerby

S/∂J'dsko/a)(カルマル県)(表一⑳)

この学校は水曜日と土曜日に午前 9時から午後4時

まで開かれて,10歳から12歳の年齢の28人の生徒が教

育を受けている｡スロイド教育の目的は,｢小さな家

具の製作,彫刻,糸のこ作業の技能を教えること｣で

あるO 教師には年額500クローネの給料 と賃貸料無料

の住居が提供される｡ 生徒により製作されたものはオー

クションにおいて販売される｡

⑥ランズクローナ ･スロイ ド学校 (Landskrona

S/bjd-sko/or)(マルメヒュース県)(義-㊨)

この学校は,男子スロイド学校と女子スロイド学校

からなる｡ 男子スロイド学校では ｢425人の生徒が6

つの学年に分けられ,その中の2つの低学年では,年

少の生徒が30人ずっのクラス｣で教えられており,

｢他の4つの学年では60人ずっのクラス｣で教えられ

ている｡｢最年長のクラス (第6学年)では, スロイ

ドが教えられ｣,｢木工,旋盤作業,糸のこ作業｣が教

-ll-
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えられている｡第6学年では,｢生徒によって在籍年

数が異なる (1年間から3年間)が,その期間におい

てスロイ ドが学ばれる｣｡一目の授業時間は5時間の

目と6時間の目があり,-E]おきに交代で行われ,午

前中に4時間,午後に2時間の目と,午前中に3時間,

午後に2時間の目がある｡ これらの時間において,ク

ラスを半分に分け (30人ずつ),午前 と午後に交代で

毎日2時間スロイドが教えられている｡クラスの他の

半分は,その時間には国民学校での普通教科の授業を

うける｡ そのようにして,各生徒は毎日2時間のスロ

イドの授業を受けている｡ ｢スロイド学校でクラスの

半分だけが同時に授業を受けるのは,教室と教師の不

足のためである｣｡スロイド学校には一人のスロイ ド

教師だけがおり,毎日4時間の授業を行い,年額600

クローネの給料を受け取る｡

作業場には ｢8つの旋盤と6つの砲台があり,それ

らとその他に道具の購入に1,172クローネを必要 とし

た｣｡製作されたものは,学校の経費のために販売さ

れ,一部は卒業試験の際の展示会において,一部は個

人的に販売される｡ そのようにして得られた資金は道

具のメンテナンスに必要な経費や材料の購入にも使用

される｡ また,それらの必要経費や材料代を除いた剰

余金は生徒に報奨金として与えられる｡

男子スロイド学校では,｢盆,箱,手桶,工具の柄,

疾壷,いろいろな種類のモデル｣を製作する｡一部の

生徒は糸のこ作業を行う｡ 教師は一定のガイダンスの

級,生徒自身が作業を遂行することを重視 しており,

｢他人の援助によって完竪な作品にするよりも,あま

りいい作品でなくても,自分で仕上げることを重視し

ている｣｡｢生徒たちは正規の作業時間以外にも菩々と

して作業場に来ている｣｡

女子スロイド学校では,約500人の生徒が6つの学

年に分けられている｡｢上の3つの学年において (そ

こには,9歳から14歳の150人の女子生徒が属 してい

るが),編み物,裁縫,けば立て作業,糸紡ぎ,機織

り｣を, 2人の女教師によって毎日3時間学んでいるO

授業は,2つある特別室において行われており, ｢1

つの部屋には裁縫台と長いす,もう1つの部屋には4

台の機織り機, 2台のひも編み機, 24台の紡ぎ機, 4

台の糸まき機等｣がおかれている｡すべての道具類に

要 した経費は944クローネであった｡

⑦シルヴアンデシュカ ･スロイ ド学校 (S/'/Vanderska

S/∂jdsko/an)(イェーテポリ･ポヒュース県)(義一

⑭)

この学校の建物は ｢スロイド学校のために (独自に)

建てられた建物｣で,1875年5月31日に落成式を行っ

た｡このスロイド学校ではコミューンの2つの国民学

校からそれぞれ12人の男子生徒が交代で隔週に来て,

午後1時から4時までスロイドの授業を受ける｡ それ

らの生徒たちの年齢は12歳から14歳で,国民学校の上

級段階 (hGgreavdelning)に属し,午前8時から1

2時まではそこで授業を受けている｡ 教師は年額600ク

ローネの給料と賃貸料無料の住居と薪と灯油が提供さ

れる｡

スロイド学校で製作しているものは,｢たらい,帆,

熊手,鋸立てのような生活用品,手押し車やスコップ｣

である｡

⑧ヴェーネシュポリ･スロイ ド学校 (Wenersborgs

SI∂jdsko/a)(エルフスポIJ県)(義-㊨)

この教育施設はエルフスポリ県のスロイド協会によっ

て雇われたスロイド教師と製図教師によって管理され

ている｡ 本格的な活動は ｢1875年に開始され,現在に

至っている｣｡このスロイド学校は,｢年中ほとんど毎

日開かれ,10人から15人の生徒が訪れている｣｡

｢現在の条件では,スロイドのさまざまな種類のも

のを教えることはできない｣ので,各々の生徒の適性

と能力にしたがって労働の分割が行われている｡ その

製作物の販売は,一部はストックホルムの店舗で行わ

れ,一部はオークションや個人的に販売される｡

⑨ヴェーネシュポリ･国民学校 (Wenersborgs

Fo/ksko/a)(エルフスポリ県)(義-㊨)

この学校では,スロイド教育は男子女子ともに ｢上

級の2つの学年において必修とされている｣｡30年前

には既に女子に手工 (handarbete)が教えられてい

た｡男子には1872年にスロイド教育が導入された｡低

学年のクラスには, 8歳から15歳までの生徒がおり,

このクラスを修了するには3年間を要する｡ ｢通例で

は11歳で中学年のクラスに移り,スロイド教育をうけ

るようになる｡ 中学年と高学年では,修了するにはそ

れぞれ2年間を必要とする｡ また,この中 ･高学年で

は,一つのクラスの生徒を半分ずっに分け,片方が座

学の学習をしているときに,他方はスロイドの授業を
受けている｡ 国民学校で教えなければならない知識量

を中 ･高学年の4年間の中でその半分の時間でこなし

ているのは先に述べたように生徒を半分ずっに分けて

いるからである｣｡

鍛冶担当と木工担当の教師の給料は,それぞれ年額

600クローネであり,靴の製作と服の仕立ての担当の

教師の給料はそれぞれ年額500クローネである｡ これ
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らのスロイ ドを担当するのは, 町に住む職人であり,

彼らの教授時間は通常の学校の教師と同じで,1年の

うちの9カ月間で過30時間である｡スロイド担当の女

性の教師の給料は (仕事の内容によって)年額 400ク

ローネか250クローネである｡国民学校の校長の給料

は年額600クローネである.

スロイドの授業で製作されるものは,さまざまな種

類のものがあるが,｢主として労働者の家庭で役立っ

ような簡単なもの｣である｡女子は,｢繊維の準備作

莱,糸紡ぎと機織り,その後いろいろな種類の服を縫

い,クローセ編み,編み物,マーキング｣などを学ぶ｡

男子は ｢靴職人と仕立崖のもとでいたんだ靴や服を修

理 し,新 しいものも作る｣｡鍛治では,｢単純な工具,

例えばハンマー,はさみ,バール‥馬蹄,木の実割り,

砂糖はさみ,スパナ等｣をっくる｡さらに,その他に

注文によってさまざまなものがつくられる｡ ｢木工職

人のもとで家具や台所用品が作られる｣｡すべての製

品は,その販売価格が低く設定されている (ほとんど

材料代に等 しい)ので,売れやすいo

生徒数は,1876年秋学期には中学年で男子55人女子

67人,高学年で男子38人女子46人であった｡学校への

通学状況は ｢ヴェ-ネシュポリではとてもよく,怠学

は数回起こるくらいのもの｣である｡ 怠学は ｢男子生

徒の間で発生するが,スロイドの授業では起こってい

ない｣｡スロイドの授業が導入されてから,｢生徒は以

前と同じコース巷より容易に,より短い時間 〔半分)

で学ぶこと｣が示された｡

⑩ウルリーセハムン ･スロイ ド学校 (UIrJ'cehamns

SltiJ'dskola)(エルフスポリ県)〔衷-㊨)

このスロイド学校は1875年11月に設立された｡国民

学校の建物の一部である2つの広い部屋を市の負担で

(無償で)この学校が利用できるようにし, さらにか

なり豊富なモデル ･コレクションのための特別な部屋

が貸与された｡｢家具職人でもある教師は, 1週間に

1日教える義務とモデル ･コレクションの管理 という

仕事に対 して年額200クローネの給料を受け取る｣o

生徒数は約30人で,その年齢は10歳から17歳である｡

この学校では ｢より簡単なスロイドの製品がつくられ

おけ,屋台,簡単な玩具の彫刻｣などがっくられてい

る｡ それとともに,｢かご編み細工の導入｣が予定 さ

れている｡このスロイド学校は活動を始めて短期間し

か経嘩 したに過ぎないが,｢その良い効果はすでに顕

著で,世間に承認されてきた｣｡

第52巻第2号 (2005年度)

⑪シェ-リングスホルム .スDイ ド学校 (Kb/II'ngsI

I70/msSlbJ'dskola)(エル7スポリ県〕(義一⑳)

このスロイド学校は,｢2つのかなり大きいスロイ

ドの作業室と教師の住居よりなる建物がこの学校のた

めに新設され｣.1耶5年8月にその活動を開始 した｡

生徒の数は男子23人と女子20人である｡彼らは,ほと

んどが同時に国民学校の生徒でもあり,･その年齢は10

歳から15歳である｡毎土曜日の午前9時からが,この

スロイド学校の男子生徒と裁縫学校 〔SySkolan)め

女子生徒にとっての通常の作業日であり,授業日であ

る｡男子生徒は ｢一週間経過 した後は,生徒が望むと

きに教師の指導のもとで作業するためにスロイ ド学校

に乗ることができ,教師は常にその場にいなければな

らない｣｡男子生徒の授業料は無料であり,学校にあ

る道具を使用することができ,最初は自分の製作する

ものの材料も無料である｡女子生徒も同様に授業料は

無料であり,貧困な家庭の出身者は裁縫の材料費も無

料となる｡

教師は給料として年額400クローネ,無料の薪 と野

菜畑が貸与される｡ 彼の労働時間は1日に10時間で4

週間の休暇が与えられる｡

この学校は,農業後継者にできるだけ多くのスロイ

ド技能を教えることを任務としている｡つまり,｢冬

の夕方や時間と機会がある時に,道具や簡単･な台所用

具をっくることができるような技能｣を教える｡その

意味するところは ｢スロイド学校が農民を手工職人の

分野に引き込むことでなく,農民をできるだけ手工職

人に頼らないようにすること｣である｡それゆえ,坐

徒は ｢簡単なイスや机,熊手,木製スコップ,まぐわ

など,いわば日々の生活に必要となるものをっくるこ

と｣を学ぶ｡女子は ｢裁断し,服を縫い,カバ-や靴

下などを編む｣｡生徒がつくったものは.地域で販売

される｡

裁縫学校の教師は毎週土曜日の教授義務に対 して年

50クローネを受け取る｡

生徒たちはその作業をとても楽 しみ,興味を感 じて

いる｡｢毎朝所定の時刻を待ちきれなくて早 く来てい

る｣｡男子は ｢特別な製図教育｣を受けている｡

⑫ラーゲマンセレー ド･スE3イ ド学校 (Lagman-

seredsS/申jdskola)(エルフスポリ県)(蓑-㊨)

このスロイド学校は1871年9月に設立された｡最初

の構想は ｢スロイド学校とそこにあった国民学校とを

統合することを追求 した｣が,｢国民学校の教師がス

ロイドの教育を担当することの能力不足とその意思が

ないことが判明した｣ので,スロイド学校は国民学校
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とは練合せず,そのために建物が新設された｡そこに

は,モデル ･コレクションのための部屋と採用された

スロイド教師のための部屋とが含まれている｡その教

師の給料は-E]につき2クロー主である.授業日数は

年間で55日から65日である｡生徒数は10人から12人で,

年齢は11歳から14歳である｡

スロイド学校で ｢これまで行ってきた作業は糸のこ

作業｣であった｡｢この作業を通して製作されたもの

紘,生徒にとって実践的に利用できるものではなく,

さらに販売することも難しいので,これからはスロイ

ドとして木工を導入することが現在検討されている｣｡

⑬7エリェランダ ･スロイ ド学校 (Fergl8nda

slajdskola)(エルフス~ポリ県)(義一㊥)

その学校は1876年3月にその活動を開始 した (｢た

だし,現在活動休止中である｣とサロモンは注記 して

いる)｡これまでにこの学校の活動に25人の生徒が参

加 した｡彼らの年齢は,10歳から19歳であった｡一目

の授業時間は朝6時から夕方の7時までで,そのなか

に2時間の休息を含んでいる｡授業は一人の教師によっ

て担当され,｢製図,木工,糸のこ作業,旋盤作業｣

が教えられているo櫨の給料は-目につき1クローネ

50オーレであるO

授業において製作されたものは ｢大部分がその地域

で販売される机やイス等の家具｣であった｡また ｢注

文によって家庭に必要な小物を製作｣ した｡｢春 と夏

の間,学校は特別に借用した部屋で授業を行うが,坐

徒の参加状況はよくな｣かった｡その原因は ｢農業や

放牧にとって労働力が不足しており,年少者が労働力

として必要である｣からである｡それに対して,秋に

はスロイ ド学校は国民学校と同じ建物の中で活動して

いるので,スロイド学校への参加者は多くなった｡男

子生徒たちは ｢国民学校が始まる前の早朝にスロイド

学校に来て,あるいは国民学校の授業が終わった後に

スロイド学校に残って活動している｣｡ この学校での

経験は ｢スロイド学校が国民学校と統合されることが

望ましいことを示 している｣｡

⑯ネース ･JJI女スEjイ ド学校 (NaBsSlbjdsko/aftir

仰亡如r)(エルフスポリ県)(義一⑳)

この教育施設 (upprostringSanStalt)は1874年 3

月25日に創設された｡その目的は,｢国民学校法令が
女子に対 して学習させることを要求している多数の教

科を教えるとともに,女性のハンドスロイドの技能,

手と器械による機織り,紡ぎ,裁縫,さらに編み物,

掃除,料理等を教える｣ことである｡学校の授業は1

年のうち10カ月半行われ,1日に夏期は8時間,冬期

は6時間である｡授業は学校長と一人の女性教師によ

り担当され,一人の特別な教師 (今のところネ-ス･

スロイドセミナリウムの一人の生徒である)が低学年

の算術を担当している｡

生徒は12歳から15歳で以下に示す2つのクラス 〔そ

れぞれが1年制)に分かれる｡生徒数は現在で15人で

ある｡ 冬学期の各クラスの授業時間を以下にしめす｡

キリスト教

歴史

地理

スウェーデン語

算術

｢家政学｣

清書

手工 (handarbete)

第1クラス 第2クラス

5時間 6時間

1時間 2時間

1時間 2時間

1時間 4時間

3時間 6時間

3時間

1時間 1時間

21時間 15時間

｢夏季には各々のクラスにさらに過に12時間の手工

が加わる｣.第 1クラスの生徒は出席ごとに一日25オー

レの補償金を受け取る｡また,このクラスの生徒は過

に1,2回の筆記テストが課される｡

⑮ヴェスタ ･スEjイ ド学校 (WestaSIBjdskola)

(オレプロ県)(義-唾I)

この教育施設は1875年11月7日に開設された｡｢1

年のうちで4カ月間この学校において国民学校の男子

生徒を対象に授業がなされ,1週間のうちの4日間午

前9時から午後 1時まで, 木工,糸のこ作業,彫刻が

教えられる｣｡国民学校の教師はスロイ ドを教えるこ

とが出来るので,スロイド教育を担当している｡

⑲ティスタブー ･スE3イ ド学校 (TyskboSlbjdskola)

(コッパルペリ県)〔義一㊥)

このスロイド学校は,｢ティスタブ一国民学校の生

徒のために自力で道具を調達し,部屋を借り,教育経

費を払うという国民学校教師の熱意｣によって1875

年に設立された｡国民学校の生徒は同時に授業を受け

る2つのグループに分けられ,｢高学年の方のグルー

プは最小限のコ.-ス (minimim kurs)をすでに学

習した生徒｣で,｢彼らはスロイドの作業場の規則に
したがって毎週水曜日と土曜日の午後に作業を行い,

また,教師の都合がよければ,時には土曜日全目,あ

るいは過の別の目の特定の時間に作尭すること｣がで

きる｡スロイド学校が土曜日に活動していて,他の国
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民学校の生徒は休日であるので,国民学校教師はスロ

イド学校の世話をする｡他の日については生徒の世話

と指導を国民学校教師以外の人間が担当する｡生徒の

数は約20人である｡

生徒は ｢旋盤作業やより簡単な木工に従事し,糸巻

き.台所と家事のためのさまざまIi:小物,-ンガ-,

瓶の栓,樽の栓,小箱,道具の柄,パンをこねるため

の道具,糸のこのフレーム,熊手,パター用スコップ,

パター圧搾器等を製作する｡彫刻や糸のこ作業,ブラ

シ製造やわら細工,かご編み細工,いろいろな玩具,

金属加工等｣も行なう｡

⑰ウメオ ･スEjイ ド学校 (Umeaslbjdsko/a)

(ヴェステルポッテン県)(義一㊧)

このスロイド学校の目的は,｢1年または2年間で
1つのコースを修了 した人が将来において大抵の場合

自分で自らの必要をみたせる,または副収入として金

銭を稼 ぐことができるように,また生活の桂として自

分の技能を生かせることができるような,労働技能ま

たは訓練された資質の育成｣である｡ スロイド学校は

国民学校から完全に独立している｡この学校の生徒と

しては,17歳から27歳の年齢になっており,単によい

資質をもっているだけではなく,｢以前に旋盤作業や

木工,その他のスロイドについて訓練を受けているこ

と｣が求められるoスウ4-デンの北部にあるヴェス
テルポッテン地方は,｢僻地で主に森林地からなり,

まばらな人口で成り立った広い面積の地域｣と特徴づ ■

けられる｡そのような地域では,日常生活に必要なも

のをっくることに重点をおく必要があった｡

この地方のいろいろな地域から生徒を獲得すること

はコミューンにとって懸案事項であった｡スロイド学

校の施設 ･設備 ･教師の給料などへの補助金がコミュー

ンによって予算措置された｡この10年間に,とりわけ

1867年の不作以降,スロイド教育に取り組むという問

題が農業会議で何度も提起されたが,｢この間題に対

する一般の人々の考え方は好意的でなかったので,問

題の解決に向けた取り組みは前進しなかった｣｡1867

年から地方議会 (landsting)によってある強力な措

置がとられた｡その措置は,｢不作や少ない労働収入

によって貧困に苦しんでいる多くの人々に労働機会を

提供するための措置｣であった｡

ヴェステルポッテン県のスロイ ド学校の設立は,

｢現在は国家公務員として一時的に雇用されている技

師ラムストローム (A.F.Ramstram)によりこの

10年間刑務所の囚人に対 して教えられたスロイ ド教

育から出発した｣といわれている｡このスロイド教育

第52巻第2号 (2005年度)

は単に囚人だけでなく,看守や他の職員にも広がった｡

そこで製作されたものは,｢麦わらマット,かご細工,

ブラシ細工,鉄に関する仕事｣であった｡このような

準備期間を経て,一人の人間が多くの種韓の技能を練

習した後に農業経済会議所の管理委員会の配慮によっ

て,また地方議会の予算措置によって1873年秋にウメ

オ市にスロイド学校が開設された｡そこでは上記のラ

ムストローム氏以外にも旋盤加工職人とブラシ製造職

人がスロイドの教師として115日間通常の日給で雇わ

れ,7人の生徒のスロイド教育を担当した｡展示会に

おいて生徒たちは報奨金として110クローネを受け取

り,その中の10タロ-ネが貯蓄銀行に預けられた.オー

クションでは製作物は167タロ-ネ8オーレで販売さ

れた｡

1874/75年度は冬にスロイド学校が5カ月間活動を

行った.41人の生徒が活動し,その中で13人がコミュー

ンから派遣されたか,または県のいろいろな地域から

個人としてやってきた正規の生徒で,その他はウメオ

市や他の町の学校の生徒であった｡展示会において生

徒たちは報奨金として130クローネを受け取った｡オー

クションでは製作物は270クローネ88オーレで販売さ

れた｡

1875/76年度は冬季に5カ月間,13人の正規の生徒

に対 してスロイド教育がなされた｡｢材木の切断や動

物の角の旋盤加工等｣が行われた｡この年度に製作さ
れた39の作品がノルショーピンの農業会議において展

示され, 1等賞が授与された｡その次の年の冬にスロ

イド学校のために4つの部屋が借用され,その1つは

スロイド教師のために, 2つの部屋が作業場のために,

1つの部屋がモデルのための部屋とされた｡

スロイド担当の教師は年額500クローネを給料とし

て,それに加えて1つの部屋を賃貸料無料で提供され,

灯油,薪を無償で提供される｡ 教師は ｢いろいろなこ

とができなければならない｡それゆえ,ウプサラ･ス

ロイド学校やクラウストープ･スロイド学校で滞在し.

研修を受け,またノルショーピンの農業会議で研修を

受ける｣ことができた｡スロイド学校が休みの間に,

被はスロイド学校のためのモデルを製作する｡そのモ

デルの一部は新 しく建設されるスロイド学校に送られ,

他の部分はコミュー.ンへ送られる｡そのモデルは国民

学校へ送られ,その利用を希望する人が自由に借りる

ことができるようにされた｡

学校に年少の男子を生徒として採用することは目的

に合っていなかった.一番年長の正規の生徒は31歳で,

あとは25歳,20歳,18歳,17歳,そして一番下が15歳

であった｡
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ここでのスロイド教育は,｢国民学校が交通の不便

な遠隔地を巡回方式で対応したように,巡回方式を取

らねばならない ｡ 農民の子どもは家庭でよりその年齢

に適した仕事をおこなう豊かな機会がある｣｡

4.1877年改革によるスロイ ド学校の変容
の萌芽

日)1877年改革の概要

ここで1877年改革の概要について述べる｡本稿でい

う1877年改革とは,男子に対するスロイド教育を適切

な仕方で組織した国民学校への国庫補助金を決定した

国会決議をうけて公布された1877年 9月11日付法令

｢スロイ ドの教育について｣(Kungl.Maj:ta.ll

Sept.1877"Omundervisningisld]'d")をさLて

いる｡この法令は,国民学校へスロイド教科を導入す

る改革の大きな契機になった｡『民衆 (学校)教育に

関する諸法令 - 学校委員会のための指導書』

(FolhshoLestadgan ned fLera farfa比TLingar

rtira托defoLhzLnderuisning肌 TiLttedTLing jbr

sholraden,1880)によれば, この法令による借置の

概要は以下のとおりである｡

｢国会ではすでに総額15,000クローナの国庫補助金

を国民学校における男子に対するスロイド教育の促進

のために支出することを決定した｡｣｢この教育は職業

における技能を教えることを目的とするのではなく,

普通に存在する道具,まず大工道具,条件が許せば旋

盤に関する道具や木彫りに関する道具,さらに可能で

あるな らば鍛治 に関す る道具 を使 用 す る技 能

(handighet)や能力 (farmaga)を撞得させること

を目的としている｡とりわけ農村部の学校では,農民

にとって必要なもの く指remal)が製作される｡｣｢ス

ロイ ドの教育 は国民学校の高学年 (folkskolanS

h軸reardelningar) において, また補習学校

(fortsattningsskolan)において教えられる｣｢知識
の学習とスロイドの学習は適切な方法で相互に交代す

るように実施される｡例えば固定型国民学校では午前

中の4時間は知識の学習に,午後の2時間はスロイド

にあてるような方法で,またはある日は知識の学習に,

別の日はスロイド (の学習)にあてるような方法によっ

て行われ るo｣(FolhsholestadgaTtnedllera

far/a伽ingar rbrande foLhLLnderuisniTL由n.
TiLlle血iTLgfbTlholradeTL,S.37-S.38,1880)

また,この法令では,この国庫補助金を国民学校に

提供するだけではなく,｢学齢にある子どもに別の仕

方で (スロイド教育を)組織 した教区 〔指rsam-

1ingar)｣にも提供することを掲げていた｡ このこと

により,すでに設立されたスロイド学校へもこの国庫

補助金が提供されることになった｡ここには, この法

令に先立っ国会(Ril柑d昭)での議論を受けてなされ

た妥協が法令の内容に反映していると考えられる｡し

かし,国会での議論を含めてこの法令の成立過程につ

いては別の機会に論じることにしたい｡

(2) スロイ ド学校と国民学校との統合など

- オットー ･サロモンの Fスロイ ド学校

と国民学校 第2巻』にみられるスロイ ド

学校改革の若干の論点-

オットー･サロモンの 『スロイド学校と国民学校

第2巻』(SLbjdsholaTLOChFoLhshoLan E) は,

1876年にスウェーデンの南西部にあって, スロイド

学校が一番多く設立された県であるエルフスポリ県の

ヘムスロイド協会が ｢スロイド学校と国民学校の統合

はいかに可能か｣という懸賞論文を公募し,それに提

出された10本の論文のうち数編をサロモンが選び,さ

らにこの間題に関連する資料を掲載して1878年12月に

編集 ･発行したものである｡1877年9月に国会での決

議にもとづいて,法令が公布され,男子に対するスロ

イド教育を実施する国民学校やスロイド学校に補助金

が出されることになり,国民学校におけるスロイド教

育の導入問題がさまざまに議論されるようになった｡

この著作の序文において,サロモンは ｢スロイド学校

と国民学校の統合問題は,まだ実験レベルであり,今

後経験を積み重ねていくなかで,現在出されている疑

問にも答えていくことができる｣と書いている｡この

著作は,この問題に対する議論と実践を進めていくた

めに出版されたと考えられる｡

この著作には,以下に掲げる7つの論文と最後に12

校のスロイド学校の概要が収録されている｡((〕内

は執筆音名)

1.国民学校 におけるハ ンドスロイ ド (Claes

Bratt)

2.スロイ ド学校 は国民学校 と統合可能か ?

(班.Ysenius)

3.スロイド学校は国民学校と統合可能か?

〔K.Barjesson〕

4.ゴーロン教育施設書におけるヒュ-スフリー ト

問題 (C.J.Lundback)

5.スロイド問題に関する検討 〔cdrg)

6.エルフスポリ県の国民学校教師とスロイド教育

(OttoSalomon)

7.1877年4月11日の国会第2院における国民学校

教師養成所の拡張に関する県知事エリック･ス
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パレの発言

これらの論文において議論されている内容は多岐に

わたるが,スロイド学校改革にかかわる最大の論点は,

スロイド学校を国民学校と統合させることにあった｡

そのことと関連 して,スロイドの教育を担当する教師

の問題 (国民学校教師が担当するのかそれとも職人が

担当するのか)早,新教科の教育課程上の位置づけの

問題 (必隆教科とするのか,選択教科とするのか 〔正

規の時間割 〔SChema)外に位置づけるのか〕)が議

論されている｡

(3)1877年改革によるスロイド学校変容の萌芽
の実態

先の著作の最後に ｢男子のためのスロイドが教えら

れている学校は現在106校に達 Lた｣とLて#,12校

の概要を紹介しているが,その中の一つである ｢子ど

もと若者 のための実践 的労 働学 校 (PraktiSk

Arbetsskola指rBarnochUngdom)｣について

紘,サロモン自身が ｢この教育施設は,富裕層の子ど

もたちを対象としているので,この冊子で扱ってきた

スロイド学校と決して混同されるべきではない｣と述

べているように,他のスロイド学校とは同列に換えな

いので,ここでは省略した榊 ｡ 以下にそれを除いた

11校の概要を紹介する｡以下に紹介するスロイド学校

の概要に関する部分のなかの引用は, すべて0比o

*この教育施設は,両親のいない子どもや親が犯罪者

であったり,きちんと養育されず,放置された子ど

ものために1832年にストックホルムのソーデルマル

ム 〔Sadermalm)にJohanOlovWallinによっ

て創設された｡この施設には,犯罪をおかした子ど

もも収容された｡1860年にストックホルムからゴー

ロン (Galan)に移動し,1940年代に廃止された｡

･♯1882年 に 発 行 さ れ た Otto Salomon,

S瑚dsholaTLOCh/oLhshoLa托IV(1882),には

｢スロイドを実習教科として教えている学校の数は｣

｢1876;80,1877;100,1878;120,1879;200,

1880;300,そして現在のところはおよそ400以上の

学校で男子のスロイドを実習教科として教えている｣

と述べている (ibid,S.141S.15)01878年以降の数

字には,スロイドを教科として導入した国民学校の

数字も含まれていると考えられる｡

- この学校 は, パルムグ レン (KarlEd†ard

Palmgren.)が1876年にストソクホルムに創設 し

た学校で,1880年代の初め頃にはとても有名な学校

となり,さまざまな国から教育関係者が視察に訪れ

た｡この学校については別稿にて検討する予定であ

る｡

第52巻第2号 (2005年度)

Salomon, SLajdshoLaTL OCh loLhshotan H

(1878)からのものである｡

①ウプサラ･スロイ ド学校 (upsalaslaJ'dskola)

(ウプサラ県)(義-⑬)

ウプサラ県の知事である-ミルトン氏のイニシ了チィ

プにより, ウプサラにおいて労働学校 〔arbets-

Skola)として30年以上前から活動してきたものが,

1872年秋にかなり拡張されてスロイド学校となった｡

国民学校と統合されたこのスロイド学校は,ウプサラ

市によって経費が負担されているが,｢それは国民学

校の男子生徒を受け入れているから｣である｡授業に

ついては,その一部を校長が担当し,あとは (年間)

給与で雇用されている教師と臨時雇用の教師によって

担当されている｡校長は,｢材料の購入,作業内容の

決定,販売,作業による収益に対する生徒の分け前の

決定,収入と支出に関する会計報告を遂行する責任｣

を持っている｡その学校への入学条件は,｢国民学校

の最初の3年間を修了していること｣である｡生徒は

第4学年に入ってはじめて手工 (handaSl占jd)に取

り組み始める｡第4学年と第5学年の生徒が過にそれ

ぞれ15時間,国民学校と労働学校に交代で通学する｡

夏期休暇の間には,すべての学年の生徒たちが作業を

することができる｡各生徒は,自分が製作したものに

対 して ｢作業時に示したその勤勉さと正確さにしたがっ

て報奨金を受け取る｣が,その製品の販売価格の半額

を超えることはない｡この作業による収入は,作業帳

に記入され,各年度の終わりに貯蓄銀行に預金される｡

卒業試験 〔argangsexamen)の乱 学校を修了する

ときにその収入を貯蓄銀行から受け取る｡ 1877年の

冬学期に,この学校で教えられていた内容は.｢木工,

旋盤作業,糸のこ作業 (lafsagning〕(ただL.彫刻

(trasnideri)と関連したもののみ),かご編み細工,

藤細工, ガラス細工 (GlaSma_Steri),靴の製作

(Skomakeri)｣であった｡これらのスロイ ドの教育

は,｢同時に実施されるのではなく,異なる時間に交

代で行われる0-度に4種類以上のものが行われるこ

とはなく,生徒が約40人以上になることはない｣｡授

業は,一日に6時間 〔午前9時から12時,午後2時か

ら5時)で,各生徒には3時間ずっ割り当てられる｡

この国民学校にスロイド教育を導入したもっとも特

筆すべき成果は,｢1)親が自分の子どもを国民学校

により長い時間滞在させるようになったこと 2)坐

徒自身が学校での学習を続けることへの関心と晴好を

強めたこと 3)能力のない生徒が理論的教科におい

ても,スロイド教育への参加を通して改善をしめすよ
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うになったこと 4)多くの怠け者が勤勉で, 時間を

大切にするようになったこと 5)スロイド教育は一

般的に子どもの行動と秩序の改善に貢献 したこと

6)生徒は労働学校から成績証明を受けた後,概 して

よい仕事を得ることができたこと｣にあった｡

スロイド担当の教師の給与は年額800クローネで,

それに賃貸料無料の住居が提供される｡ さらに,紋の

指導によって製作された作品の販売価格の10%が提供

される｡作業室は,国民学校とっながっており.3つ

の特別な部屋からなる｡製作された作品は,その場で

売られるか,農業経済会議所のスロイド販売店で販売

される｡

② クラー ス トルプ ･スロイ ド学校 (CIaeslorps

SIdJ'dsko/a)(ソーデルマンランド県)(義-㊨)

この学校は,スロイド教育の普及のために熱心に活

動 したクラース･レグェン-ウプト伯爵によって1872

年に設置され,今日まで維持されてきた｡授業は, 3

つの教室で行われている｡生徒の年齢は7歳から15歳

で,人数は30人から50人である｡生徒によってきちん

となされた仕事に対する報酬は, 毎週土曜日に支払わ

れる｡ 学校の目的は,｢技能的な面で職業人を養成す

ることではなく,生徒が手の労働 (handarbete)を

愛 し,自分の暇な時間を有用に使うことを可能にする

こと｣にある｡

③ヴィースビ･スロイ ド学校 (wisbySIbjdsko/a)

(ゴットランド県)(義-㊨)

｢管理委員会によってなされた準備とェルヴスポリ

県のフェリエランダ教区のスロイド教師であるダスタ

フ･ダーリンが当分の間その学校の校長になり,また

スロイドも担当すること,及び中等学校助教諭ヨハン･

カール博士が時給で製図の授業を担当するという契臨

D.B.W協会の建物を無償で借用するという規定に

したがって｣,その学校が1耶6年4月に開校された｡そ

の後すぐに,管理委員会は学校の執行部を任命し,執

行部はその年度の終わりまでに重要事項を処理した｡

執行部は ｢執行部の任務,学校組織の規則に関する提

案を報告 し,その提案は協会によって7月3日に承認

された｣｡

学校の規則によれば,その学校には男女とも,年少

年長ともに入学できるが,一般的に12歳以下では入学

できない｡スロイド教育は,毎日午前と午後に行われ

る｡製図の授業は午後で過に4回行われ,1回あたり

2時間である｡ さらに日曜の午後にもあるが,その授

業は在職者が対象である｡学校が最初に開校したとき

には,200人の生徒が殺到したが,選別と自主的な退

学の後,定期的に通学 している生徒は主に都市の国民

学校の上級クラス (avreklasser)から来ており,50

人を超えている｡ 彼らは ｢各人が午後 2回スロイド

の授業を,午後1回か2回製図の授業を｣受けている｡

彼 ら以外にも, ｢古典語学校 (elementarlarover-

ket)書や女学校 (flickskola)軸の生徒やその他に成

人も｣スロイドの授業を受けている｡

国から派遣されたスロイド･インストラクターであ

るエンジニアのラムストロームによって作成され,管

理委員会によって承認された計画を執行部はたえず実

施 してきた｡この計画によれば,学校の主要な任務は

｢生徒たちに器用さ くhandighet)や噂好 (smak)

や几帳面さ (ordentlighet)を育てることであるが,

特別の職業のために彼らを教育することではない｡最

も望ましいことは,初心者に,晴好を磨き,観察力を

鋭 くし,同時に最も普通にある道具の扱い方の練習を

おこなうこと｣である｡ その際,最初の科目としては,

｢木工. 旋盤作業,木の切断と鋸引きおよび製図｣が

*古典語学校 (Elementarla.roverk)は､1847年に

計 算 学 校 (Apologistskola) と学 問 学 校

〔1白.rdomsskola)とが統合されたときにその総称

と して使 用 さ れ た 用 語 で あ っ た (Ulf P

Lundgren(red),"PedagogishUppslagsboh",

Stockholm,LararfarbundetsF凸rlag,1996)0
Elementarl且roverkとLaroverkとは基本的に同

義で, ともに古典語学校 と訳 した｡ 松崎巌 は

Laroverkを学問的学校と訳 しているが (『世界教

育史大系25 北欧教育史』講談社,),学問学校

〔la.rdomsSkola)との違いがわかりにくいので,

筆者は古典語学校と訳した｡なお,19世紀を通 して

古典語学校は社会の変化とかかわって大きく揺さぶ

られた (UllaJohansson良ChristinaFlorin,

L̀Darde舶rLigalagT･amagpo-":htLLtur,hlass

ochhbTLidebsuenshaLarouerhet1850-1914,呂.

81-S.104,1993参照)O
*♯女学校 (Flickskola)は女子のための特別に理論

的なことを学ぶ学校で,1786年に最初にイェ-テポ

リにおいて開設された｡その後,1831年にストック

ホルム (Wallinslは SkolaniStockholm)に開

設され,1868年にはストックホルムに高等女子教員

養成所 (H軸relararinnaseminariet(HLS))

が創設されたが,それも女学校の一つの形態とされ

た｡1928年までは,女学校はすべて私立の学校であっ

た (UlfP Lundgren (red), "Pedagogish
Uppslagsboh",Stockholm,Lararf占rbundets
Farlag.1996)o
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選ばれた｡

執行部は ｢場合によっては特殊な職業的技能を教え

ることを試みるべきであると考えた｣が,｢そのこと

は住民の中ではあまり重視されていなかった｣｡ それ

ゆえ,執行部は ｢かご編みの基礎的な知識を習得する

機会を与えると同時に暇な時間に家庭でそれに関する

仕事に従事するように,巡回のかご編みインストラク

ターを派遣 した｣O-艇の人々や特に職業人がこの教

育を活用することが奨励された｡｢かご編みの教師は6

週間雇用され,その間に学校の普通の生徒たちが授業

を受け,生徒の技能はよくなった｡ しかし,当初期待

された職業人や農民の参加は実現 しなかった｣｡

エンジニアのラムストローム氏は,管理委員会の要

請を受け,1876年6月にその学校を訪問し, そこで執

行部に対 して授業の進行状況や道具一式に満足を表明

した｡

学校は,3ケ月間だけ活動 していた状況であったが,

県の農業会議での展示で,審判員によって農業経済会

議所による銀メダルが授与された｡また,ノルショー

ピン市で開催されたスウェーデン全国農業会議におい

て生徒の作品が展示され,国の多くのスロイド学校と

の競争において,銅メダルを獲得 した｡

学校の設備は,製図室に14台の製図用机と1台の整

理用机, スロイド室に5台の砲台,2台の旋盤,6台

の切断台, 1台の足踏み鋸と,それらに付随 した道具

一式からなる｡これに加えて,二っの部屋には棚がお

かれている｡そこには,モデルと見本が設置され,そ

の一部は,以前に農業経済会議所により購入されたも

のである｡

学校の規則によれば,生徒が製作 したものは校長に

より,倭,可,不可のいずれかに判定される｡優と判

定されたものは,モデルのリストに書かれた販売価格

で販売される｡可と判定されたものは,その3分の2

の値段となる｡生徒は,その販売価梅の半分を受け取

る｡ この販売による学校の収入は,125クローネ3オー

レとなったが,使用された材料の費用はその倍以上で

あった｡

④ シンメルスIJヨー ド･少年 スE3イ ド学校 (sI'm･

mersrbdss/bjdsko/afargossar)(イェ-テポリ･

ポヒュ-ス県)〔衰-㊨)

このスロイド学校は, ｢1859年に作成された遺書に

より,高等裁判所弁務官ベルギウス (S.Bergius)が

自分の全財産を子 ども (少年) の家 (寄宿 舎)

(Barnhus(internat)fargossar))に寄付 Lたこ

とをうけて｣,1耶4年末に開始された｡｢実際的な生活

第52巻第2号 (2005年度)

に必要で有用な知識を少年に教えることを試みようと

する施設におけるスロイド教育の有用性と必要性につ

いては疑問の余地がなかった｣｡最初は一目6時間,

午前中に4時間,午後に2時間理論的教科を学習した｡

経験によって明らかになったことは,｢午後か らの学

習はあまり成果が伴わず,スロイ ドを導入することを

考え,以前の6時間の理論的教科の学習は,午前中に

のみ実施するように計画 した｡この計画は校長の支持

を持たが,予算の関係で特別にスロイド教師を雇用す

るには至らなかった｡この計画を立てる経過において,

計画者は ｢1.自分が子どもの頃にスロイドを学んだ

ことから受けた実感 2.計画者が訪問した3つのス

ロイド学校から学んだこと 3.計画者がアールポー

ンとの手紙のやりとりによって,助言と情報を得たこ

と｣を参考にして1874年に計画を実行 した｡午前中の

みの授業が導入された後に,男子生徒たちはより勤勉

さを示した｡また,製図の授業は午後に行われた｡春

の初めから, 夏,秋まで,男子は午後の大部分を庭園

のさまざまな仕事に従事 した｡そのときに少数のもの

だけがスロイドに従事した｡

スロイドの導入によって,｢職業的な技能を養成す

るこ､とが目的でなく,手と眼の練習を与え,かっ労働

への尊敬 (aktningfararbetet)を育てること｣ に

スロイドの授業の目的があることが明確になった｡ス

ロイド学校発足以来,1876年の秋までには生徒数は15

人であったが,さらに2名加わって17人となった｡そ

の17人がスロイドの授業に参加 した｡さらにその施設

に属さない3人の少年たちが,定期的にスロイドの授

業に参加 していた｡

スロイドでは,｢台所と家庭のための小物,大小の

イス (いわゆる折り畳みイス),-ンガ一,道具の柄,

ブラシ,スリッパ,靴脱ぎ,糸巻き,鍵箱,薬箱,花

瓶のケース,花瓶に使う樺,本棚,本立て,机 〔庭用,

花用の台),園芸用のイス, 長イス,ほうき,人形用

ペット,小さい手押 し車,タオルかけ, トランク.そ

り,ステッキ,服掛け,メ卓ヤ-,鍵用のラベル, ペ

ンの柄,ペーパーナイフ,ねずみ取り,熊手の歯の部

分,鏡の枠,写真たて等｣を製作 した｡それらは,個

人的に販売され, ある場合は試験の際に販売された｡

製作した生徒は.その売上金の半分を受け取り, 他の

半分は材料と道具の購入に使用された｡男子生徒がそ

のようにして得た金は,貯蓄銀行に入金された｡生徒

は一人ずっスロイドの部屋にある道具の管理と保守を

おこなう｡｢何かが紛失 した場合,生徒は不注意で物

を壊 した場合に各人が弁償せねばならないのと同様に,

それを弁償せねばならない｣｡農家にある小さなもの
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やその修理は生徒たちが行う｡ また,施設の生徒たち

は服の修理や靴下の繕いも学んでいた｡

⑤ヘリッダ ･スEjイ ド学校 (HarrydaSIbjdskola)

(イェ-テポリ･ポヒュース県)(蓑に記載なし)

この学校では,1874年から男子用スロイドと女子用

スロイドが教えられてきた｡男子スロイド学校には,

｢県の農業経済会議所が300クローネを補助し,それは

道具の購入に使用された｡そのうえにこの団体は,年

間を適して教師や女性教師への報奨金,最も勤勉であっ

た生徒や高いスロイド技能をもっ生徒への報奨金を授

与することに補助金を出してきた｣｡授業は,男子に

対しては国民学校教員によって,女子に対してはその

教員の妻によって担当される｡スロイド教育の時間は,

現在 (1877年夏)では木曜日の午後と土曜日の午前に

限定され,およそ約38週間継続される｡｢本来の国民

学校への通学は,3,4年,最高で5年までであり,

この期間にスロイドの教育は男女共に義務づけられて

いる｣｡｢生徒が学校に対して道具と材料の経費を支払
う必要はなく,教師は無給で働くが.製作したものの

売上金があれば,その一部を生徒は得ることになる｣｡

スロイドで作ったものの販売は良好で. 住民がこのこ

とに関心を持っていることを示している｡

女子は ｢編み物,服縫い,名前っけ,クローセ編み

等｣を学ぶ｡男子は ｢木工と旋盤作業を学び,簡単な

木の机,踏み台, 折りたたみ式ベット,ハンガー,ス

リッパ,まぐわ,角燈,手押し車,道具の柄等｣をっ

くる｡

生徒たちはスロイドを ｢とても楽しみ,好感をもっ

ている｡何人かの生徒は良い資質を示す｡その例とし

て,彼らは休み時間を自主的にスロイドに利用する｡

生徒は二つのグループに分けられ,隔日のみ通学する

ものの,以前の全時間が理論的教科の学習であった時

と同じくらい多くを学んでいる｣｡

この学校の目的は,｢職業人を養成することではな

く,有用な仕事に生徒を慣れさせ,最も普通にある道

具や家財用品を修理したり作ったりすることの有益性

を彼らに学習させること｣にある｡

(昏オースタッド子どもの家附設スEjイド学校 (Dstad

barnhusslbjdskola)(エルフスポリ県)(義-㊨)

この子どもの家においては, スロイド教育が1876年

5月初めに開始された｡その施設の子どもは過 5日子

どもの家での授業に出席することが課されているが,

4日は国民学校の教科の学習に取り組み,1日がスロ

イドの学習に取り組む｡国民学校の教科の学習は1日

6時間で,午前7時30分に開始し,午後1時30分に終

了するo それに対Lて,スロイドの学習は,一日中続

けられる｡｢一般的に子どもたちはとてもスロイドに

興味を抱いている｡なぜならスロイドの学習の目には,

子どもたちが早くから全員あっまっているからである｣｡

スロイドを学んでいる男子は,昨年度は22人であった｡

女子は男子と大体同じ数で, 裁縫を学んでいる｡子ど

もの年齢は,12歳から15歳であった｡男子のスロイド

を担当したのは大工職人であり,女子の裁縫を担当し

たのは女性教師である｡規律の維持のため,さらには

製図とスロイドを平行して教えるために国民学校の教

師も男子のスロイドの授業に参加し,生徒は数人ずつ

順番に製図を学習している｡

スロイドの活動は,｢特に農業に必要なものを作る

ことを含んでいる.その理由は,生徒は一般的に農業

労働者になるからである｣｡｢生徒を励ますために,彼
らは自分で製作したものを自宅に持ち帰ることができ

た｣｡

スロイドの授業は生徒に大いに役立っが,それ以外

にも,その活動は ｢教区内の民衆一般にスロイドへの

関心を喚起し,活気づけるように思われる｣｡

⑦エーケルー ド･スロイ ド学校 (EekerudsSlbjd-

sko/a)(エル7スポリ県)(義-㊨)

ダールスランド地方は,｢スロイドの救済が一番必

要な地域｣であるoこの目的のためにエーケルードに

スロイド学校が設置された｡学校は,1875年3月1日

に活動を開始し,その後,夏期を除いてその活動を継

続してきた｡エルフスポリ県の北部スロイド協会は,

1000クローネを建物の建築費への補助金として援助

し,学校の活動への年間の補助金として500(1875年),

1000(1876年),1200(1耶7年)クローネを補助 した｡

スロイドの授業の目的は ｢最も普通にある農業道具

を製作する技能を教えること｣であり,この授業は校

長ヤコブソン (A.G.JaCObsSOn)氏と一人の補助

教師が担当している｡生徒の数は,今学期は24人で,

年齢は12歳から22歳までであった｡学校は,午前6時

から午後7時まで開かれ,｢鋤やまぐわ,ふるい,辛

刈り機,はかり,機織り機,ベッド,長イス,帆,イ

ス,洗画台.鏡,本棚等｣がっくられた｡製造された

ものは,その地域で販売された｡

⑧77ルショービング･スロイド学校 (由比軸山耶

SItijdskola)(蓑に記載なし)

この学校は,1876年10月15日にその活動を開始 し,

年間8ケ月活動することになっている｡一日の作業時
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間は6時間,すなわち午前9時から午後1時,午後3

時から午後5時である｡生徒数は1877年度の春学期に

は46人で,作業時間を以下のように区分している｡

｢国民学校の男子生徒は午前9時から午前11時まで

学校に通っていない子どもは,午前11時から午後1

時まで

教師の子どもは,午後3時から午後5時まで｣

国民学校の男子生徒は, 2つのグループに分けられ

(それぞれが7,8人の生徒からなる),1日おきに学

校に通う｡ 午前11時から午後1時まで適う子どもは,

最初は同じ方法で分けられたが,後に1つのグループ

になった｡いま彼らは毎日通学している｡彼らの年齢

は全員15歳以上である｡教師の子どもは.3つのグルー

プに分けられ,それぞれが8人である｡彼 らは過に2

回学校に通う｡

これまでに,｢木工,旋盤作業,かご編み細工,針

金細工,彫刻,糸のこ作業 (主に年少の生徒を対象に),

亜鉛板細工,製図 (線図およびフリーハ ンド)｣が取

り組まれた｡生徒は,自分たちが製作したものの販売

代金の25%を受け取る｡

⑨ヨ-テー ド･スロイ ド学校 (IljortedsSlbjdsko/a)

(カルマJL/県)(義-㊨)

ヨーテ-ド･スロイド学校は,最初は聾唖児童施設

の生徒たちにスロイド教育を提供することを目的とし

て創設された｡その後国民学校の生徒も対象になって

おり,現在では主に国民学校の生徒がその場所を使用

している｡このスロイド学校は,1873年8月に開始さ

礼,年に4か月間活動をしている｡作業室は狭小で,

8人から10人以上の生徒を同時に収容できない｡｢木

工,旋盤作業, 木の切断,ブラシ製造等を担当する教

師は,その4ケ月の期間に1目につき2-2.5クロー

ネの日給を受けとる｡かご編み細工を担当する教師は,

時給25オーレを受けとる｡ わら細工は主に聾唖児童

〔女子)向けのものである｣｡

子どもの関心を活気づけるために報奨が与えられる

が,お金ではなく,よい道具が授与される｡教師は到

達した技能よりも,示された勤勉さと意欲をできるだ

け励まそうとLているo 製作したものはオークション

で販売され,その後製作した生徒が販売総額の半額を

現金で受け取る｡他の半額は,貯蓄銀行に預けられる｡

農業経済会議所の年間の補助金は250クローネであっ

たが,今年から350クローネに引き上げられ,いくっ

かの教科の非常勤教師を雇う義務を伴うことになった｡

北部カルマル県のスロイド学校の主な原則として, ス

ロイ ド学校の目的は ｢生徒を手工職人 〔handt-

第52巻第2号 (2005年度〕

verkare)にするのではなく,農業を捨てることでも

なく,労働の喜び (lustfararbete)とできるだけ

多くの単純な道具を取り扱 う技能 〔呂kicklighet)を

教え,大抵の場合自助できるように,また他の仕事が

なくなった場合副業の手段にもなるようにすること｣

である｡

⑩アルポーガ ･スロイ ド学校 叫rbogaSl占J'dskola)

(ヴェストマンランド県)(義-⑪)

この学習施設は,市長をはじめとする人々の準備を

ふまえて,1876年4月1日に開始された｡最初学校は

屋根裏部屋におかれたが,後にスロイド学校のために

借用された2つの部屋におかれた｡その部屋の賃貸料

は年220クローネである｡ 道具や設備一式の費用は800

クローネで,モデルの費用は3つのモデルで400クロー

ネであるo教師の給与は,年額600クローネである.

夏学期には授業時間は過48時間,また冬学期には過46

時間となる｡生徒の数は26人であり,その中の8人は,

12歳-15歳であり,残りの18人は10歳～12歳である｡

年長の生徒は ｢園芸用のイスや机や長イス,年少の生

徒は楊枝,烏かご,花用の樺,ラベル等｣を製作して

いる｡

⑪エッベル7- ･スロイ ド学校 (AIppelbo SIBjd-

sko/a)(コッパルペリ県)(真一⑮)

｢国民学校と連携して成立したこのスロイド学校｣

は,学校教師のイニシ7ティヴで,コミューンが最初

の年に350クローネの補助金を予算措置 L, さらに毎

年50クローネの補助金を4年間支出することを決定 し

た後に,1877年2月20日にその活動を開始 した｡｢木

工と靴製造のための道具が購入されたが,靴製造の方

は生徒の興味を引かなかった｣｡

スロイド学校を開始するために,その学校教師は無

償でスロイド教育を担当した｡作業場としては, 国民

学校のホールの一部が利用されたOスロイドの授業時

間については,時間割に配当された一目2時間と昼休

みの1時間,その日の放課後の1時間がスロイドにあ

てられたが,実際に生徒がより長い時間放課後に残る

こともよくある｡

スロイドの授業には一度に15人の男子生徒 (その数

は過大であると思われるが)が参加した｡生徒は ｢イ

ス,スプーン,ひしゃく,鍋 , スリッパ,ねずみ取り,

ブラシ,バターナイフ,クッキーをっくるための型等

を製作し,旋盤作業 (パン粉をこねる樺,道具の柄)

も行った｣｡生徒たちは,製作したものの販売代金の

中から原材料の購入費を控除した後の分を受け取る｡
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5.若干の分析

以上の記述にみられる1870年代のスロイド学校の特

徴をいくつかの視点からまとめておく｡

川 学校が設置された地域

多くのスロイド学校は,すでに図1で示したように

農村部に位置していた｡しかも,かなり特定の地域に

集中しており,とりわけスウェーデン南部に多かった｡

農村部に位置していたことは,スロイド学校の問題が

農村部の貧困農家の子弟の教育の問題とかかわってい

たことを背景としていた｡スウェーデン南部に多いの

紘,北部は森林地帯であり,人口がきわめて希薄であっ

たことがその背景として考えられる｡また,特定の地

域に集中しているのは,各地域の農業経済会議所や地

方議会などのスロイド教育問題に対する取り組みやそ

の地域の指導者層のこの間題に対する関心の大きさの

差違によるものと考えられる｡

(2) スロイド学校設立の契機

多くのスロイド学校は,国民学校と連携して (ある

いは ｢統合され｣)組織されていた｡ これがこの時期

に設立されたスロイド学校の大きな特徴である｡ 事例

Ⅱ-①のように書,すでに30年以上の歴史巷もっスロ
イド学校であっても,1870年代に ｢国民学校と統合さ

れ｣｢拡張され｣たo事例Ⅰ-⑭や事例II-(塾のよう
に,個人のイニシアチィブによってスロイド学校が創

設されたところもあったが,スロイド協会 (とりわけ

エルフスポリ県では,スロイド協会が独自の補助金制

度を発足させた (事例Ⅱ-⑦))ことや農業経済会議

所や地方議会の補助金制度が学校設立の大きな契機に

なっていたところもあった｡

(31ス0イド学校の目的

1870年代に創設されたほとんどのスロイド学校では,

その目的を ｢農民を手工職人の分野に引き込むことで

なく,農民をできるだけ手工職人に頼らないようにす

ること｣(Ⅰ-⑪),｢技能的な面で職業人を養成する

ことではなく,生徒が手の労働 (handarbete)を愛

し,自分の暇な時間を有用に使うことを可能にするこ

*事例Ⅱ-① とは, サロモンのSlbjdshoLaTtOCh

foLhshol- 甲こ掲載された①の事例 (ウプサラ･
スロイド学校)のことをさしている｡以下同様のこ

と｡

榊 Bennettは ｢1耶6年までの時期のスロイド教育は

経済的な必要にもとづくもので,本質的にホーム.

スロイド (homeSloyd)であった｣としている

(C.A.Bennett,HistorJJOfManuaLandlndzIS-

trialE血Ca如Tt1870-1917,p.62-p.63,1937).

と｣(Ⅱ一②)としていたoすなわちベネットがいう

ような "homesloyd"巷教えること｢ 言い換えれ

ばヘムスロイドを教えることにおかれているものはほ

とんどなく,｢職業的な技能を養成することが目的で

な く,手 と眼の練習を与え, かっ労働への尊敬

(aktning砧rarbetet)を育てること｣〔Ⅱ-④〕
｢最も普通にある農業道具を製作する技能を教えるこ

と｣(I一⑦)など一般的な技能を教えることにおか

れていたことが注目される｡ スロイド学校の目的を

｢労働技能または訓練された資質の育成｣におく事例

(I-⑰)のような事例もあった.この学校では,国

民学校をすでに修了した生徒を受け入れており,生徒

の年齢も他の事例と比べても高かった｡この学校はス

ウェーデン北部のウメオにある学校で,先に述べたこ

とも考え合わせるとその地域の特性を反映した事例で

あり,例外といえるかも知れない｡

(41 スロイド教育の教育内容,教材について

スロイド教育の教育内容や教材について,表4に示

した｡この表から木工作業が中心であり,すべてのス

ロイド学校で教えられていたことがわかる｡ いすなど

の家具,家庭内で用いられる食事用の各種の道具だけ

でなく,農作業用品を含むきわめて多様な実用品が作

られていた｡道具や工具の使用法を教育内容としては

掲げていないように思われるが,｢旋盤作業｣がこの

裏4において11事例あった｡これら多様な作品から,

ナイフを含む多様な工具が活用されていることを知り

得るのみではなく,少なからぬ学校で木工旋盤が活用

されていたことも注目される｡

一部のスロイド学校で ｢鍛冶｣(Ⅰ-㊨)｢金属加工｣

(Ⅰ-⑯)｢鉄に関する仕事｣(Ⅰ一⑰〕｢針金細工｣

(Ⅱ-⑧)が教えられ,金属を加工する多様な品物が

製作されていたことが注目される｡ そこには馬蹄のよ

うな農業に必須の用具のみではなく,バール.ハサミ

などの金属加工用の工具の製作さえ含まれていた｡

糸のこ作業に取り組んでいる事例が8つ くⅠ-㊨,

Ⅰ-㊨, I-⑫,I-⑬, Ⅰ-㊨,Ⅰ-⑯,Ⅱ-㊨,

Ⅱ-㊨)あったが,この当時 〔1870年代半ば),糸の

こ作業を教えることが流行していたことと関連 してい

ると考えられる■｡事例Ⅰ-⑫から ｢糸のこ作業で製

作されたものは,生徒にとって実践的に利用できるも

のではなく.さらに販売することも難しい｣ので,吹

･サロモンは, 糸のこ作業が当時スウェーデンにおい

て流行 し始 めて い た と書 いて い る (Otto

Salomon, N鹿ot om Nd鮎 oCh Jess

Laroanstalter,呂.13,1891).
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表4 1870年代のスロイ ド学校の教育内容.教材 (男子〕

第52巻第2号 (2005年度)

I-〔D 簡単な木工作,木靴,ブラシ,楓 木製スプーン.ひしゃく.織物用シャトル,大小の机 糸巻き,まな嵐

はかり,玩具,調味料用棚,楓 簡単な農業用具の製作とかご編み細工

1-暦 旋盤作製 簡単な木製スプーンや丁寧に仕上げられた木製スプーン.道具の製作.柿板.ブラシ製造,わら細

工,ハンダづけ,池塗堕.窓ガラスをはめる作業等

一一母)単純なスロイド,馬鞍の製作,かご編み細工

I-㊨ 最初の2年間は木工と靴の製造oその後木工だけとなるo主に鋸.斧.ナイフ.抱, ドリル,-ンマ-などの

道具の使用方法を教えているoそれらの道具はイスを製作するときに必要となるので,ほとんどの生徒はイス

製作に従事o旋盤作業や彫刻も教えるが.それらは関心と才能を示した生徒のみに対 して実施される0年少の

生徒は,名札 編み物用の道見 ほうきfj:どを製作.その他に異なるモデル (台所凧 庭園J孔 子ども凧 休

息用)にLたがってイスを製作oさらに小さなテーブル.糸巻き.ステッキ.ペ-パーナイフ等の小さなもの

を製作

I-㊨ 小さな家具の製作,彫刻,糸のこ作業

一一⑥ 木工,旋盤作業.糸のこ作業O盆,箱.手桶,工具の楓 疾壷.いろいろな種類のモデルを製作中一部の生徒

は糸のこ作業○

Ⅰ-(令 たらい,帆,熊手,鋸立てのような生活用品,手押し車やスコップ

I-(勤 靴職人と仕立屋のもとでいたんだ靴や服を修理し,新しいものも作るo鍛冶では,単純な工見 例えばハンマー,

はさみ.バール,馬蹄,木の実割り,砂糖はさみ,スパナ等をつくるoさらに,その他に注文によってさまぎ

まなものをつくるo木工職人のもとで家具や台所用品をつくる○

I-⑩ おけ,足台,簡単な玩具の木彫り

I-⑪ 簡単なイスや机,熊手.木製スコップ,まぐわなど,いわば日々の生活に必要となるものをつくることを学ぶ

Ⅰ-⑲ (最初は)糸のこ作業であった○この作業を通して製作されたものは,生徒にとって実践的に利用できるもの

ではなく,さらに販売することも難 しいので.これからはスロイドとして木工を導入することが現在検討され

ているo

I-⑬ 製図,木工,糸のこ作業,旋盤作業o製作されたものは,大部分がその地域で販売される机やイス等の家具で

あったoまた,注文によって家庭に必要な小物を製作したo

I-⑮ 木工,糸のこ作業.彫刻

I-⑬I-⑰ 旋盤作業やより簡単な木工に従事し,糸巻き,台所と家事のためのさまざまな小物.ハンガー,瓶の栓.樽の

栓.小箱,道具の柄,パンをこねるための道具,糸のこのフレーム,熊手,パター用スコップ,パター圧搾器

等を製作o彫刻や糸のこ作業,ブラシ製造やわら細工.かご編み細工,いろいろな玩見 金屑加工等o

麦わらマット かご細工.ブラシ細工.鉄に関する仕事

≠-①エー(勤 木工,旋盤作業,糸のこ作業 (ただL,彫刻と関連Lたもののみ).かご編み細工,膝細工,ガラス細工.靴

の製作

木工,旋盤作業,木の切断と鋸引きおよび製図,かご編み

Ⅲ-④Ⅱ-6)1L-(令 台所と家庭のための小物,大小のイス (いわゆる折り畳みイス),ハンガー,道具の柄.ブラシ, スリッパ,

靴脱ぎ,糸巻き,鍵箱,薬軌 花瓶のケース,花才師こ使う樺,本棚,本立て,帆 (庭用,花用の台),園芸用

のイス.長イス,ほうき,人形用J<ツト.小さい手押し車,タオルかけ, トランク,そり,ステツ+ ,月田卦け.

メジャー,鍵用のラペ叫 ペンの柄,ペーパーナイフ,ねずみ取り.熊手の歯の部分.鏡の粗 写真たて等

木工と旋盤作業を学び,簡単な木の机.踏み台.折りたたみ式ペット,ハンガー,スリッパ,まぐわ,角撞,

手押し車.道具の柄等

鋤やまぐれ ふるい,草刈り梅,はかり,機織り機.ベッド, 長イス,机 イス,洗面缶 観 本棚等一

Ⅱ-(臣 木工.旋盤作業,かご編み細工,針金細工,彫刻.糸のこ作業 (主に年少の生徒を対象に)

II-(勤 木工.旋盤作業,木の切断.ブラシ製造等

Ⅱ-⑩ 年長の生徒は園芸用のイスや机や長イス,年少の生徒は楊枝‥島かご,花用の樺,ラベル等

Ⅱ-⑪ イス,スプーン,ひしゃく.柄,スリツJ,..ねずみ取り,ブラシ..パターナイフ.クッキーをつくるための型
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第に取り組まれなくなったことがわかる｡

(5)製図について

製図の授業をおこなっているスロイド学校は, Ⅰと

Ⅱをあわせて6校あったが,国民学校教師が製図を担

当している事例 (Ⅱ-⑧)や製図を専門としている教

師が担当する事例 〔Ⅰ-⑧,Ⅱ-③)やスロイド教師

が担当する事例 (Ⅰ-⑬)があった｡先述 したように

サロモンはフ リーハ ン ドの スケ ッチ 〔rrlhand-

steckning)よりも線図 (1inearritning)を重視 し

ていたが,このことが明記されている事例は1つだけ

であった (Ⅱ-⑧)｡他の事例は ｢製図｣(ritning)
とだけ記述されているので,その内容は不明である｡

国民学校教師が製図を担当するという状況は,1860年

代から国民学校に製図が徐々に導入されていった27)こ

ととかかわっていると思われるが,この点については

今後の検討課題としたLlo

t61 学校の規模,設備

1870年代の多くのスロイド学校は,主にスロイドだ

けを教える作業室と施設 ･設備や材料,モデルや製作

したものを保存する場所から構成さ.れる｡ ここで紹介

した事例 Ⅰ-⑭ネ-ス･少女スロイド学校のように,

あるいは別稿叫で分析 したネ-ス･少年スロイド学校

のように,スロイド学校で国民学校の普通教育科目を

教えているようなスロイド学校は例外的な存在で,大

部分はスロイドの授業だけを行うための作業室を中心

としたものであった｡

しかし,学校の施設 ･設備について詳しく書かれて

いる事例もあった｡事例Ⅰ-⑥と事例Ⅱ-③である｡

事例 Ⅰ-㊨ (ランズクローナ･スロイド学校)では,
｢作業場には呂つの旋盤と6つの砲台があり,それら

とその他に道具の購入に1,172クローネを必要とした｣

と書かれていた｡この学校については,少女スロイド

学校についても設備に関する記述があり.｢2つの特

別室｣があり,｢1つの部屋には裁縫台と長いす, ち

う一つの部屋には4台の機織り職,2台のひも編み観

24台の紡ぎ機,4台の糸まき機等｣がおかれ,｢すべ

ての道具現に要した経費は944クローネであった｣ と

書かれていた｡事例Ⅱ-③(ヴィースビ･スロイド学

校)では,｢学校の設備は.製図室に14台の製図用机

と1台の整理用机,スロイド室に5台の砲台,2台の

旋盤,6台の切断台,1台の足踏み鋸と,それらに付

随Lた道具一式からなるOこれに加えて,二つ由部屋

には棚がおかれている｡そこには,モデルと見本が設

置され,その一部は,以前に農業経済会議所により購

入されたものである｣と書かれていた｡これらの2つ

の例は充実した設備をもった学校の事例であると考え

られる｡さらに, 設備について詳 しく書かれていない

那,スロイド教育の内容として旋盤作業を位置づけて

いる学校 〔Ⅰ-②, Ⅰ一④, Ⅰ-㊨, Ⅰ-⑬,Ⅰ-⑬ ,

Ⅰ一⑰,II-㊨,Ⅱ-③,II-⑤,Ⅱ-㊨,Ⅱ一⑨,)

には,少なくとも木工旋盤は置かれていたことが読み

とれる｡

(71 授某日

授業目については,隔日でスロイド学校と国民学校

に通う事例 〔Ⅰ-④,Ⅱ-①),過に1日の事例 (Ⅰ-

③,Ⅰ-⑲, I-⑪),あるいは過に2日.水曜日と

土曜日の午後にスロイドの授業をおこなう事例 〔Ⅰ-

⑤, Ⅰ-⑬),毎日午後にスロイド教育をおこなう事

例 (Ⅰ-㊨),冬季のみに授業をおこなう事例 (Ⅰ-

②)等,多様な授業時間が設定されていた｡これは,

国民学校が巡回型など多様な組織のあり方をもってお

り,スロイドの授業も多様な方法で組織されていたこ

とを示している｡

(8) 生徒の年齢について

生徒の年齢は,7歳-15歳 (Ⅰ-(丑),11歳-14歳

(I-㊨),10歳-12歳 (Ⅰ-⑤),12-14歳 (Ⅰ-⑦),

10歳-17歳 (Ⅰ-⑲),10歳-15歳 (Ⅰ一⑪,Ⅱ-⑲),

11歳～14歳 〔Ⅰ-⑩),10歳-19歳 (Ⅰ一⑬),12歳-

15歳 (Ⅰ-⑪,Ⅱ-㊨),15歳-31歳 (Ⅰ-⑲),7歳

～15歳 (Ⅱ-②),12歳-22歳 〔Ⅱ-(訂) ときわめて

多様であった｡この背景には先に述べたように1882年

に学齢が7歳から14歳とされる以前は国民学校の生徒

の入学年齢が多様であったので,スロイド学校の生徒

の年齢も多様であった事情もあげられる｡ しかし,早

れだけにはつきない地域,施設ごとの多様性があった

ことも示されている｡ また一部のスロイド学校では成

人さえも学んでいた｡

(9)スロイド担当の教師について

職人がスロイドを担当する事例 (Ⅰ一⑨,1-⑩)

と国民学校教師がスロイドを担当する事例 (1-⑮)

があったが,多くの場合は,前者であった｡それは,

｢国民学校の教師がスロイドの教育を担当することの

能力不足とその意思がない｣(事例 Ⅰ-⑫) という問

題状況を反映していたと考えられる｡サロモンは,こ

の問題 を解決す るた め に1874年 か らス ロイ ド
セミナI)ウム
教員養成所を開始したが,1878年には国民学校教員を

対象としたスロイド教授法の原理と方法を教える短期

講習会に重点をおくようになった｡1870年代のスロイ

ド学校の校長やスロイド担当教員には,先のスロイド

教員養成所を修了した人がいたが,1870年代のスロイ

ド学校の発展にも貢献したと考えられる｡
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冊 校長,教員とその待遇について

ほとんどのスロイド学校には,校長が専任教員とし

て配置されていた｡さらに臨時のスロイド教員がおか

れる事例も多く存在 した｡校長やスロイド教員の給与

等の待遇については. 学校 (あるいは地域)によって,

性によって異なっていた (女子スロイド学校のスロイ

ド教師の給料は男性教員の半額 くらいに処遇されてい

た)｡もちろん スロイド教師の勤務すべき日数にも

よるが.国民学校教師と同じ目数の場合はほぼ同額の

給料を受け取っていた事例があった (Ⅰ-(昏)o教員

養成機関において修了試験を合格 した国民学校教師

(すべて男性であった)の年額の給料は,1870年代に

おいては500-600タロ-ナ+賃貸料無料り宿舎,畑

地であった2㌔ この給料と比較 して,スロイ ド学校教

員の給料が低い事例もあった ロ ー①)｡逆に事例Ⅱ-

(Dのウプサラ･スロイド学校のように,国民学校教員

よりも高額である場合もあった (年額800クローネの

給料)｡職人がスロイド教師となる場合には,地域の

相場が考慮された事例 (Ⅰ-③)もあった｡

(川 製作 した作品の扱いについて

生徒が製作 Lたものはオークションや展覧会におい

て,あるいは個人的にも販売され,多くの場合その売

上金の一部は報奨金として生徒に支払われた｡｢販売

総額の半額を生徒が現金で受け取り,他の半等削ま貯蓄

銀行に預けられる｣事例 (Ⅱ-㊨),｢販売総額の半額

を超えることはない｣事例 〔Ⅱ-㊨.Ⅱ-④),販売

代金から ｢道具のメンテナンスに必要な経費や材料の

購入｣代金を差 し引いた鞘を報奨金として生徒が受け

取る事例 (Ⅰ-(軒),販売価格が ｢ほとんど材料代と

同じくらいに｣低 く設定されている事例 (I-⑨),

材料代にも達 しない事例 (Ⅱ-(卦)などその支払い方

法は多様であった｡

また,その報奨金は貯蓄銀行に預金される場合が多

かった (｢各年度の終わりに銀行預金され｣,｢生徒が

修了するときに受け取る｣事例 (Ⅱ-①〕Tj:ど)O｢毎

週土曜日に (報酬として)支払われる｣事例 (Ⅱ-②)

もあった｡

(柑 授業料について

授業料についての記述がある事例は,Ⅰ-⑪ (シェ-

リングスホルム ･スロイ ド学校)の事例だけで,｢男

子生徒の授業料は無料であり,学校にある道具を使用

することができ,最初は自分の製作するものの材料も

無料である｡女子生徒も同様に授業料は無料であり,

茸困な家庭の出身者は裁縫の材料費も無料となる｣と

書かれている｡他の事例には授業料に関する記述はな

いが,スロイド学校が対象とする子どもは貧困農家の

第52巻第2号 (2005年度)

子どもたちが主体であったことから,多 くのスロイド

学校の授業料は無料であったと考えられる｡

以上に,サロモンのSLajdsholanoch/oLhshola托

I(1876),SLbjdsholaTLOChloLhsholaTtE,(1878)

において紹介されたスロイド学校に関する記述をくわ

しく紹介 し,その特徴をいくっかの視点から分析した｡

このようにややくわしく紹介してきたのは,先に述べ

たように先行研究において1870年代のスロイド学校に

関する記述がみられないからでもあるが,サロモンの

2つの著作に書かれたスロイ ド学校に関する記述が当

時のスロイド学校の実態をある程度反映 しており,そ

の詳細な記述そのものを紹介することに独自の価値が

あると判断したからである｡ 一

6.結びにかえて

本稿では,オットー ･サロモンの二っの著作に映し

出された19世紀スウェーデンにおけるスロイド教育の

状況を素描 してみた｡そこには,1870年代初頭までは

停滞 していたスロイド教育が1877年改革を契機として

1耶0年代後半以降に変化,発展 し始める状況が具体的

な学校の実態に即 して映 し出されていた｡ところでサ

ロモンの筆致は, スロイ ド教育の状況とその変化の背

景となっていたその経済的土台,すなわち当時のスウェー

デン社会の状況と,19世紀後半に始まるその顕著な変

化には及んでいない｡つまり,スロイド教育の変化と

発展の過程をどう解釈できるかについては全く触れて

いなかった｡

そこでここでは,稿をしめくくるにあたり,停滞し

ていたスロイド教育が1877年改革を契機として1870年

代後半以降に変化 し発展 し始めた状況の背景に関する

筆者のメモを整理 しておく｡

19世紀前半のスウェーデンにおける農村の窮乏化の

進展と,19世紀後半とくに1耶0年代に始まる急激な工

業化の進展とその中で発生 した経済恐慌はスウェーデ

ンにおける資本主義社会の到来を示唆するものであっ

た｡衰2の数値は,全国人口の変化を示す統計を含ん

でいないし, したがって全人口に対する在学者の比率

などの数値を示 していないので,経済状態などを直接

に反映するものではない｡ しかし,この表に見られる

1870年代における民衆学校拡張の背景に工業化の進展

という事情が反映 していたことを読みとることは可能

であろう｡ また,1879年に発生 した軍隊が出動するほ

どの大規模な労働者の争議書は,スウェーデンにおけ

る階級としての労働者すなわちプロレタリアー トの誕

生を示唆する事象として注目される｡こうした急激な
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工業化の進展は,筆者の理解では,イギリスにおいて

18世紀に発生 し19世紀初頭に及んだいわゆる古典的産

業革命に比すべきものであった.その意味で,サロモ

ンが明言 しているわけではないが,1877年改革自体は

スウェーデン社会の工業化へ向けた改革であったこと

が注目されるべきであろう｡なお,スウェーデンの経

済 史 研 究 者 は産 業 革 命 と言 わ ず に 産 業 化

〔industrialisering)と称 している場合が多いように

みえるが柵,この点についての立ち入った検討は別の

機会に譲りたい｡

1870年代後半におけるスロイド学校の叢生という事

象が直接には1877年の法令により促迫されていたこと

を疑う余地はない｡ しかしまたその背景ないし土台と

してスロイド学校の叢生を可能ならしめた条件は,社

会における工業化の進展であったとみるべきであろう｡

つけ加えれば, こうして生まれたスロイド学校の条件

整備の進展,木工中心であったことは疑いないことで

あるにもかかわらず,金属加工の内容にまで及んでい

たスロイド学校の教育内容の豊かさも,単にスウェー

デンでは早くから鉄が普及 していたので自らのほど

く火床)をもっ農家が多かったとか,農村の至る所に

鍛冶屋が存在 したという状況の反映ばかりではなく.

テンポは緩慢であったとしても農村巷も次第に巻き込

み始めていた工業化の進展の反映であったとみること

ができるのではないか｡こうしてスロイド学校を拡充

発展せしめた条件は,それを立証することは筆者の今

後の課題であるが,後にオットー･･サロモンの天才的

努力とあいまって創造された教育的スロイドのモデル･

シリーズの成立として結実することになるといえよう.

(注)
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S.155,1942

19)乱enshaFolhsholansmstoriaRT1860-1900,
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A Study on the Sloyd schools founded in 1870's Sweden

Etsuo YOKOYAMA *

The purpose of this paper is to investigate Bloyd schools in the 1870s and analyze their particular

characteristics. There was no statistical research work done about such schools at the time and

because some Sloyd schools were experiencing unstatable situations, the number of the Sloyd

schools operating at that time was not well known.

Although Albert Wiberg detailed the pedagogical idea behind of Bloyd education and its

development from the 1700s to 1861, Wiberg did not describe in great detail the actual conditions

of Bloyd schools in the 1870's.

Detailed reference to the national situation of the Sloyd schools in the 1870s can be found in

Slojdskolan ack /olkskalan I, Slojdskolan ack /olkskolan II, booklets published by Otto Salomon

in 1876 and 1878. I introduced the actual situations of Bloyd schools according to these references

and analized them in this paper.

The following facts were founded:

1. Most Sloyd schools were situated In agricultural districts. They were concentrated in

particular areas, especially in Southern Sweden. This suggests that the problems of Sloyd

schools were related to the education for children of poor farm families in the agricultural

districts as well as the program for the promotion of Sloyd in farmers' cooperatives or local

assemblies.

2. A special feature of the Sloyd schools founded in 1870's was that most of them were founded

by related with folk schools, or integrated into folk schools.

3. It is remarkable that the purpose of most of Sloyd schools founded in the 1870s was not to

train the craftsman and teach home Sloyd, but to provide general skills (give pupils practice

with their own hands and eyes and ability to use ordinary tools), and to develop a respect for

working.

4. Most of the Bloyd schools founded in the 1870s were composed of CDworkshops mainly for

teaching only Sloyd, ®teacher, ®equipments and materials, and @the space used to keep

models and products.

5. There were various class times and school days. Folk school was managed in a number of ways,

for example, by using traveling teachers. Also, Sloyd schools had diverse management

methods.

6. For some cases craftsman taught Sloyd teaching and folk school teachers taught it as well,

however most of Sloyd was taught by craftsman themselves.

7. The products pupils made were sold in auctions, exhibitions, or privately, and some of the

money from the sales was paid to pupils as compensation.

* Associate Professor, Graduate School of Education and Human Development, Nagoya

University.
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